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まえがき

まえがき

統計数理研究所では、2005（平成 17）年度に北川源四郎所長（当時）のCOE（Center of Excel­
lence）からNOE（Network of Excellence）活動へとの構想を基に、リスク解析戦略研究センターを
設置し、国内外の研究者が様 な々分野の研究者・実務家と共同して、統計的・数理的側面を有する
リスク研究プロジェクト並びにリスクに関わる公共的活動を企画・実施することを目的として、「リス
ク研究ネットワーク」の運営が始まりました。その後、2010（平成22）年４月からの大学共同利用機
関法人情報・システム研究機構の第２期中期目標・中期計画の中で正式に「統計数理NOEの形成」
を掲げました。人材、設備環境をネットワークでつなぐことで、個別分野および横断分野のより高度
な研究推進のみならず異分野融合研究や新しい研究分野の創成を展開していく「NOE（Network 
Of Excellence）形成事業」を始動し、以降の中期目標・中期計画の中でも、本事業を研究所がハブ
となるプロジェクト型研究の中心として位置づけ、運営・推進に注力しております。

本研究所では、様 な々分野を横断する基幹研究系を横軸、それをもとにプロジェクト型応用研究を
する各 NOE 型研究センターを縦軸とした二軸構造を主軸に、研究教育活動を展開して参りました。

NOE 型研究センターである「統計的機械学習研究センター」と「ものづくりデータ科学研究セン
ター」は、これまで統計的機械学習の横断的理論研究と先端学術分野でのプロジェクト型実践研究
で世界をリードする研究成果を生み出してきました。この２つのセンターは、特色的な大学共同利用・
国際共同研究・産学連携ネットワークを築いており、基幹研究系と兼務する現センター教員の活動
に対する社会的ニーズが急増しました。今後益々増加する共同研究（産学連携・国際共同研究、大
型競争的研究資金に基づくプロジェクト等）への対応が研究所としても喫緊の課題となっていました。

そこで、本研究所は 2022（令和４）年４月からの第４期中期目標・中期計画において2023（令和５）
年度内の基幹研究系の改組を掲げました。所長直下の新基幹研究系として先端データサイエンス
研究系の設置し、その下にこの２センターを横断型（統計的機械学習）と特定領域型（マテリアルズ・
インフォマティクス研究推進）の高等研究センターとして移管設置する改組を企図したのです。

これを受けて2023年 5月16日に第４回 NOE形成事業顧問会議を開催いたしました。これまで、
そして改組を含むこれからのNOE活動の計画や構想に係る研究所からの報告に対し、７名の顧問の
先生方から非常に本質的かつ鋭い御指摘、今後の事業運営に向けての大変貴重な御助言、応援の
お言葉を頂戴しました。そのおかげで本年度内に改組計画をさらに熟成し、2024（令和６）年３月１日
付けで基幹研究系の改組、高等研究センターの設置を実施するに至りました。御多用の中、顧問会
議に御参集くださり、さまざまな見地から御教示くださった顧問の先生方には、改めてここに深甚なる
感謝の意を表します。

ここに今後の研究所の運営、研究企画の指針とすべく、顧問会議での詳細議事録を含めた『第４回
統計数理研究所NOE（Network Of Excellence）形成事業顧問会議報告集』を編纂した次第です。

今後とも本研究所に対する皆様の御理解と御支援を何卒よろしくお願い申し上げます。

2024 年３月

統計数理研究所長

椿   広計



2 第４回 統計数理研究所 NOE形成事業 顧問会議 報告集

プログラム

第４回 統計数理研究所NOE形成事業 顧問会議
プログラム

日　　時： 令和５（2023）年５月１６日（火）１３時３０分～１７時００分
会議形式： Zoomミーティング

13：30 ～13：35 開会
司　会：  山下　智志

（副所長/NOE推進室長）
13：35 ～13：40 出席者紹介

13：40 ～13：55 所長挨拶・
統計数理研究所の概要について 所　長　椿　広計

13：55 ～14：05 国際戦略アドバイザーからの
助言への対応について 副所長　川崎　能典

14：05 ～14：25 NOE形成事業の概要について
NOE推進室長
副所長　山下　智志

14：25 ～14：50 統計的機械学習研究センター
NOE活動紹介・事業計画について

統計的機械学習研究センター長
教　授　福水　健次

14：50 ～15：00 休　憩

15：00 ～15：25 ものづくりデータ科学研究センター
NOE活動紹介・事業計画について

ものづくりデータ科学研究センター長
教　授　吉田　亮

15：25 ～15：45 統計数理研究所の
スーパーコンピュータについて

統計科学技術センター長
教　授　上野　玄太

15：45 ～16：05 統計エキスパート
人材育成プロジェクトについて

大学統計教員育成センター長
特任教授　千野　雅人

16：05 ～16：25 調査科学NOE
活動紹介・事業計画について

データ科学研究系調査科学グループ
准教授　前田　忠彦

16：25 ～16：35 休　憩

16：35 ～16：50 総合討論および
顧問お一人ずつからの総括コメント

16：50 ～17：00 謝辞および閉会 所　長　椿　広計
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出席者名簿

出席者名簿

NOE 形成事業 顧問

伊藤　　聡 計算科学振興財団 チーフコーディネータ

上田　修功 理化学研究所 革新的知能統合研究センター 副センター長

蒲地　政文 株式会社オーシャンアイズ 取締役

小宮山　靖 日本製薬工業協会 医薬品評価委員会 データサイエンス部会 副部会長
※ 日本製薬工業協会会長代理

佐藤　嘉倫 京都先端科学大学 人文学部 学部長／教授

副島　　豊 日本銀行金融研究所 所長

山形 与志樹 慶應義塾大学大学院 システムデザイン・マネジメント研究科 教授

NOE 形成事業 運営委員会委員

椿　　広計 所長

山下　智志 副所長／NOE 推進室長／リスク解析戦略研究センター 副センター長

加藤　昇吾 リスク解析戦略研究センター長／准教授

上野　玄太 統計科学技術センター長／モデリング研究系 データ同化グループ 教授
（次世代シミュレーションNOE 代表）

中野　慎也 モデリング研究系 データ同化グループ 教授
（次世代シミュレーションNOE 副代表）

前田　忠彦 データ科学研究系 調査科学グループ 准教授
（調査科学 NOE 代表）

福水　健次 統計的機械学習研究センター長／教授

松井　知子 統計的機械学習研究センター 副センター長／教授

吉田　　亮 ものづくりデータ科学研究センター長／教授

藤澤　洋徳 ものづくりデータ科学研究センター 副センター長／教授

松井　茂之 医療健康データ科学研究センター長／教授

野間　久史 医療健康データ科学研究センター 副センター長／教授

※ その他、統計数理研究所教員、立川共通事務部長他関係者が傍聴



4 第４回 統計数理研究所 NOE形成事業 顧問会議 報告集

オンライン会議の様子

オンライン会議の様子

伊藤  聡  顧問

小宮山 靖  顧問

山形 与志樹  顧問

蒲地 政文  顧問

副島 豊  顧問

上田 修功  顧問

佐藤 嘉倫  顧問

椿  広計  統計数理研究所長

福水 健次  教授

千野 雅人  特任教授

藤澤 洋徳  教授

山下 智志  統計数理研究 副所長

吉田 亮  教授

前田 忠彦  准教授

松井 茂之  教授

川崎 能典  統計数理研究 副所長

上野 玄太   教授

加藤 昇吾   准教授

野間 久史   教授

統計数理研究所の出席者

NOE形成事業 顧問の方々
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開会・出席者紹介

第４回 統計数理研究所 NOE 形成事業顧問会議 議事録（案） 
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● 開開会会・・出出席席者者紹紹介介 
【【司司会会：：山山下下副副所所長長／／NNOOEE推推進進室室長長】】私は、本日の司会進行を務めます統計数理研究所副所

長、兼、NOE 推進室長の山下です。この顧問会議は、各専門分野の先生方から、いろいろ

な意見、ご助言を伺う機会です。今後の NOE 形成事業の運営の参考とさせていただくべく、

今回、この会議の後には、詳細な議事録を含めた報告集を作成させていただきます。 
本日は、7 名の顧問の先生方にご出席いただくことがかないました。 
・ 計算科学振興財団 チーフコーディネーター 伊藤聡先生 
・ 理化学研究所革新的知能統合研究センター 副センター長 上田修功先生 
・ 株式会社オーシャンアイズ取締役 蒲地政文先生 
・ 日本製薬工業協会医薬品評価委員会データサイエンス部会副部会長 小宮山靖先生 
なお、小宮山先生は、日本製薬工業協会の岡田安史会長の代理でご出席いただいていると

いうことになっています。 
・ 京都先端科学大学人文学部学部長、教授 佐藤嘉倫先生 
佐藤先生は、本務のご都合上、16 時からのご参加の予定となっています。 
・ 日本銀行金融研究所 所長 副島豊先生 
・ 慶應義塾大学大学院システムデザイン・マネジメント研究科教授 山形与志樹先生 
山形先生は、初めと終わりの 1 時間以外は、移動等のご都合により、お聞きになるだけの

ご参加ということで伺っています。 
 続きまして、統計数理研究所の NOE 形成事業運営委員会委員の紹介をします。 
所長の椿広計です。 
【【椿椿所所長長】】よろしくお願いします。 
【【司司会会】】リスク解析戦略研究センター長、准教授、加藤昇吾です。 
【【加加藤藤准准教教授授】】よろしくお願いします。 
【【司司会会】】リスク解析戦略研究センターの副センター長は、私、山下智志が務めさせていただ

いています。よろしくお願いします。モデリング研究系データ同化グループ教授、兼、統計

科学技術センター長、上野玄太です。 
【【上上野野教教授授】】よろしくお願いします。 
【【司司会会】】モデリング研究系データ同化グループ教授、統計科学技術センター副センター長、

中野慎也です。 
【【中中野野教教授授】】よろしくお願いします。 
【【司司会会】】データ科学研究系調査科学グループ准教授、前田忠彦です。 
【【前前田田准准教教授授】】よろしくお願いします。 
【【司司会会】】統計的機械学習研究センター長、教授、福水健次です。 
【【福福水水教教授授】】よろしくお願いします。 
【【司司会会】】統計的機械学習研究センター副センター長、教授、松井知子です。 
【【松松井井（（知知））教教授授】】よろしくお願いします。 
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【【司司会会】】ものづくりデータ科学研究センター長、教授、吉田亮です。後ほど吉田先生は、発

表予定なので、その時に、ごあいさつをさせていただこうと思います。ものづくりデータ科

学研究センター副センター長、教授、藤澤洋徳です。 
【【藤藤澤澤教教授授】】よろしくお願いします。 
【【司司会会】】医療健康データ科学研究センター長、教授、松井茂之です。 
【【松松井井（（茂茂））教教授授】】松井茂之です。よろしくお願いします。 
【【司司会会】】医療健康データ科学研究センター副センター長、教授、野間久史です。 
【【野野間間教教授授】】よろしくお願いします。 
【【司司会会】】今回は、顧問の先生方のご意見を直接拝聴できる大変貴重な機会です。オンライン

での顧問会議開催ということもありまして、出席者名簿に名前のある者以外に、研究所の教

員、もしくは、立川共通事務部長他、事務部の関係者等にも傍聴させていただけるように設

定しました。その点をご了承いただければと思います。 
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統計数理研究所長

椿  広計

第４回 統計数理研究所  NOE形成事業 顧問会議

The Institute of Statistical 
Mathematics

所長挨拶・
統計数理研究所の概要
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所長挨拶・統計数理研究所の概要：資料

 The Institute of Statistical M
athem

atics

資料１

● スライド

● スライド 2

1
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所長挨拶・統計数理研究所の概要：資料

 The Institute of Statistical M
athem

atics

● スライド

● スライド 4

3
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所長挨拶・統計数理研究所の概要：資料

 The Institute of Statistical M
athem

atics

● スライド

● スライド 6

5
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所長挨拶・統計数理研究所の概要：資料

 The Institute of Statistical M
athem

atics

● スライド

● スライド 8

7
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所長挨拶・統計数理研究所の概要：資料

 The Institute of Statistical M
athem

atics

● スライド

● スライド 10

9
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所長挨拶・統計数理研究所の概要：資料

 The Institute of Statistical M
athem

atics

● スライド

● スライド 12

11
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所長挨拶・統計数理研究所の概要：資料

 The Institute of Statistical M
athem

atics

● スライド

● スライド 14

13
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所長挨拶・統計数理研究所の概要：資料

 The Institute of Statistical M
athem

atics

● スライド

● スライド 16

15
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所長挨拶・統計数理研究所の概要：資料

 The Institute of Statistical M
athem

atics

● スライド

● スライド 18

17
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所長挨拶・統計数理研究所の概要：資料

 The Institute of Statistical M
athem

atics

● スライド

● スライド 20

19
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所長挨拶・統計数理研究所の概要：資料

 The Institute of Statistical M
athem

atics

● スライド
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● 所所長長挨挨拶拶・・統統計計数数理理研研究究所所のの概概要要ににつついいてて 
【【司司会会】】それでは、プログラムに移りたいと思います。まず、所長の椿広計から、本会議開

催に当たってのごあいさつと、統計数理研究所の概要について、ご説明させていただきます。

画面共有もしますが、お手元の資料で資料 1 をご覧いただければと思います。椿所長、よろ

しくお願いします。 
 
【【椿椿所所長長】】本日は、ご多忙の中、私どもの NOE 形成事業顧問会議にご出席いただきました

ことを、研究所を代表して、心からお礼申し上げます。本日のこの顧問会議は、統計数理研

究所の今後の中期計画の実施、特に、組織改革、あるいは人材育成に関して、顧問の先生方

に、いろいろな意見を頂戴したいと思います。個別の NOE 形成事業に関しても、ものづく

り、あるいは統計的機械学習、それから今年は、国民性調査の実施年なのですけれども、そ

のようなことに関しても、いろいろとご意見を賜れればと思っています。 

私のほうから、まず研究所の概要を、特に今日お諮りしたいことについて、少し話させて

いただければと思います。資料 1 は、PDF で取りあえず画面共有できているのではないか

と思いますけれども、お手元の資料も見ていただければ、幸いです。 

 さて、統数研の主要事業というのは、私は所長で研究者ではありませんが、研究者は全員

が、この基幹研究系に入っています。それが、横型で基礎研究を行います。それに対して、

縦型で、統計数理の適用に関わる重点分野というものを設定して、ここに Network Of 
Excellence というものが配置され、センターがあります。それから、もう一つ、第 3 の事

業として、人材育成というもので、統計思考院と、近年、大学統計教員育成センターを設置

したのですけれども、ここにありますように、令和 5 年度、改組を予定しています。 

 なお、この主要事業を支えるための組織構成というものが、このような形になっています。

われわれの運営に対して、外部の先生方にいろいろな意見を伺い、調整していただくために

国際アドバイザリーボード、運営会議等々があるのです。NOE 形成事業顧問会議は、われ

われの中では、このような全体のことについて、積極的にご意見を頂戴できる貴重な機会と

いう形になっているところです。 

 この組織を支える構成として、現在、統数研のマネジメントは、このようなメンバーで行

われています。今日の出席者も、この中からという形になっています。 

 統数研の概要ですけれども、職員数の推移を見ていただきますと、この水色のところが、

承継職員といわれている、教授、准教授、助教で、現在 50 名ぐらいの組織です。ここは、

いわゆる予算が毎年 1％削減といわれる運営費交付金の事情から、必ずしも伸びているとい

う状況ではありません。むしろ非常勤の特任教員、特任研究員といわれている、事業型に 41
名ぐらいいて、伸びてきています。ここに NOE や、人材育成関係の事業があります。それ

から、特に国内客員が 122 名いらっしゃるわけですけれども、ここは、かなりの部分が、

NOE 活動を支えてくださっているということがあります。 

 教職員構成に関しては、今、申し上げたところですが、このような形です。この中で、当
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然、外国人の方、女性の方がどれくらいかということに関しては、われわれにとっても、マ

ネジメントの非常に重要な関心事です。研究教職員に関しては、女性のほうで苦戦している

というのが、率直なところです。 

 これが、運営費交付金、国から来ている予算なのですけれども、これも、先ほど言いまし

たように、一定の削減率というものがあるところです。この部分を外部資金、あるいは国の

プロジェクトの資金で補っていかなければならないというのが、われわれ国立の研究機関、

あるいは国立大学など、みんなが抱えている課題と考えていただければと思います。 

 これが学術振興会から来ている科学研究費で、ここの直接経費に対して、間接経費 30％
が、われわれの研究の真水の部分を支えていくということになります。件数的に、承継職員

50 人ぐらいの組織なのですけれども、かなりの部分を取ってきています。近年、少し件数

が増えましたけれども、最近、大型科研費が取れるようになっているということで、ここは

伸びています。 

 財務的に申しますと、外部資金の獲得状況で、近年この受託研究といわれている部分が、

非常に大きく伸びています。現在国のプロジェクトを 3 件ほど受託していることがあって、

ここが非常に大きく伸びた部分です。そのうちの 1 つは、リスクセンターが抱えている地

震、それからもう一つは、ものづくりセンターが抱えている富岳の事業、それから、今日お

話しします大学統計教員の育成というものです。その 3 つの事業が、非常に大きなシェア

を占めていることが、実情です。それ以外にも、もちろん民間との共同研究を含めて、少し

ずつ増えてきているということが実態です。 

 民間との共同研究自体については、かなり昔に比べて圧倒的に増えているのですけれど

も、コロナ禍で若干伸び悩んでいるというのも実情だということを申し上げておきたいと

思います。それから、学術指導は、ご説明が遅れましたけれども、コンサルテーションに当

たるものを近年行っているということです。民間に対してのコンサルテーションです。 

 それで、今日の本題です。第 4 期中期目標・中期計画に関わることです。ここは、概略的

に書いていますけれども、先端的な基幹研究の推進以外に、共同利用・共同研究というとこ

ろで、NOE 形成事業の役割です。その応用分野との共同研究・共同支援体制を充実させる

スパコンの提供です。これも、既に成功して、うまくいっています。それから、後にありま

す高分子物性データベースです。このようなところが、非常に大きいです。それから、人材

育成系のものがあって、統計エキスパート、データサイエンスの教員、それから、医療統計

です。このようなところが、中期目標・中期計画に書き込まれているところです。 

 この中期計画・中期目標をもう少し詳しく述べますと、非常に重要なこととして、基幹研

究系を改組します。先端データサイエンス研究系を設置します。新研究系に、高等研究セン

ターをつくるのですけれども、ここに、マテリアルズインフォマティクス相当の、現在、

NOE 活動でやっている共同研究拠点を含む、そのようなものをつくるということを、既に

公約しているところです。これを支えるコーディネート機能も強化します。研究を支援する

機能も強化して、できるだけ教員の研究専従率を上げていくことを、赤字に書いたようなこ
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とを構想しているところです。 

 先ほどのものづくりセンターに関しては、かなり具体的な KPI を配置しています。これ

は、後ほど詳しく述べる機会がありますけれども、高分子物性データベースというのも、現

在、吉田センター長が、産学連携の中で、富岳プロジェクト等で実践しています。 
 登録数を、第 4 期までに、12 万件以上のデータベースをつくっていきます。これは、世

界最大となりますけれども、このようなことを行うことを公約しているところです。 
 これに関わって、現在、われわれは、組織改革の概算要求を行っています。先端データサ

イエンス研究系、現在の基幹研究系を改組して、先端データサイエンス研究系をつくって、

その中に、統計的機械学習研究センターと、マテリアルズインフォマティクスの研究拠点と

なるセンターをつくっていきます。ある意味で、機械学習を横軸に、マテリアルズインフォ

マティクスのような先端的な学術を縦軸にして、これを融合する、まさに現在の NOEの中

の非常に核となるものを、まず第 1 段階として先端データサイエンス研究系の中に入れま

す。今まで研究系とセンターの兼務というものを所員には掛けていたわけですけれども、兼

務というよりは、ここ自体が、専任体制で行えるような形のものをつくっていくことを構想

しています。これによって、国際連携、あるいは産官学の連携というものが立ち上がってく

ると同時に、先ほどのような大規模データベースを構築するということが可能になると考

えているところです。 

 これは計画になりますけれども、もしこの概算要求が認められても、あるいは認められな

くても、われわれは、やるつもりでいるのです。先端データサイエンス研究系をつくり、こ

の中に、分野横断型のセンターと、特定領域型のセンターを配置し、それを結合するような、

いわゆる、バーチャルラボラトリというものを配備しながら進めていきます。これを徐々に

拡充して、統数研の共同研究の機能、NOE の機能も含めて、強化していきたいと考えてい

るところです。 

 これをつくること、特にバーチャルラボラトリをつくることによって、機械学習、人工知

能と先端学術分野、まず第 1 弾は、マテリアルズインフォマティクスですけれども、そのよ

うなものを融合させる場を積極的につくります。そこで、このようなものを支援するエンジ

ニア、いろいろなシステムをつくる、データベースをつくって実装するエンジニアとマネジ

メントを行っていただくような URA的な方々、コーディネータを配置することで、ここを

加速的に推進しようという、そのような構想です。 

 もう一点申し上げますと、産官学連携強化や、この NOE 型のところ、先ほどの統計的機

械学習と、マテリアルズインフォマティクスというのは、その 1 例ですけれども、これにつ

きまして、今後できるだけ既存の NOE型研究組織を、方法論型と分野・領域型に再編して、

先ほどあるように研究組織との連携機能を強化することを徐々に進めていきたい。これに

よって、連携協定等を強化、促進していくことも、われわれは中期計画の中でコミットメン

トした次第です。 

 既に統数研は、国内研究協力として、これだけの研究協定を結んでいます。この中で、紫
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で書いてあるものが、いわゆる NOE 型の連携といわれているものです。一般協定とは違っ

て、ネットワークをつくっていくということを主たる目的として行っているものです。これ

は国内です。 

 それに、国外のものというものも、以前に比べると、統数研は非常に海外との連携協定の

強化を進めているところです。国外に関しても、この連携協定というものは、先ほどありま

した NOE 型というものを中心にして、進めていくことで、ヨーロッパやアジアの連携が進

んでいます。最近、少しアメリカ、北米に対する連携というものが進んできたという状況で

す。 

 もう一点、人材育成の件も、今日、少しご意見を頂戴したいと思っている案件です。一つ

は、統計エキスパートです。これも、文部科学省の事業として受託したものですけれども、

大学等における統計学の研究を担う若手中堅人材等を育成することにも、コミットメント

しているところです。それと同時に、これに付帯する事業というか、こちらのほうが先にあ

ったのですけれども、データサイエンス共同利用基盤施設という、私ども統数研に隣接する

施設で立ち上げたデータサイエンス教員養成パイロット事業も、本格事業化するというこ

とです。この種の KPI を、いわゆる大学統計教員を 35 名以上、実際につくっていくという

こと、それから、参画していただく機関というものを強化することを考えています。 

 また、医療健康データ科学研究センターの中で、やはり大学のネットワーク形成が、第 3
期以降、進んでいるということで、ここにおいても人材育成を行っていきます。 

 それから、産業界のためのリーディング DAT といわれているものもあって、これは、統

計思考院というところで行っているのですけれども、このようなことも強化していくとい

う構想を持っています。 

 一応、今日、中期計画に関連して、ご意見を頂戴したいことを中心に話させていただきま

した。この後、各論を各担当が話すことになります。私のほうの総論的なことは、以上とし

て、ご質問等を頂ければ、幸いです。 

 
【【司司会会】】椿所長、ご説明ありがとうございました。顧問の先生方のご質問、ご意見がありま

したら、発言いただきたいのですが、NOE 関係、また、統数研の組織全体は、普通の企業

などに比べると、大変複雑な部分があります。ここは、よく分からなかったという点があり

ましたら、ぜひここでご質問いただければ、ありがたいです。伊藤先生、よろしくお願いし

ます。 
【【伊伊藤藤顧顧問問】】伊藤です。所長、どうもありがとうございました。1 つ教えていただきたいの

は、所長のほうから、今回、URA や、あるいは研究を支援する部門を強化するというお話

がありました。これは、何か新たな組織をつくるというご提案でしょうか。 
【【椿椿所所長長】】現在、私どもは、支援組織は設けていまして、URA も自走化したので、これま

で ROIS、情報・システム研究機構に付いていた URA を、今年度から 2 名、あるいは、実

情、2.5 から 3 名なのですけれども、私ども、統数研で直接雇用する形にはなりました。こ
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れをどのように改組していくかということはあるのですけれども、先ほど申し上げました

ように、現在、統計的機械学習、あるいはマテリアルズインフォマティクスというのは、産

学連携研究が加速度的に増大している分野で、それのいろいろなインターフェースの形成

に、研究者に負担が掛かっているということです。今回の新研究系は、所長直下、つまり、

運営企画本部で、少し事務や URA が配置しているところに設置して、できるだけ両センタ

ー長のマネジメントの負担を減らします。もちろん全研究系に対して、それなりの支援はす

るのですけれども、重点的にこの部分の研究支援機能を強化します。そのためには、実は、

コーディネータ 2 名をさらに付けていただきたい、URA を付けていただきたいという概算

要求、組織改革要求を現在行おうとしているところです。 
【【伊伊藤藤顧顧問問】】分かりました。以前に伺った時に、今もお話がありましたように、上位組織の

ほうに URA がいるというお話でしたので、やはりそれでは少し足りないかなと思って、ご

質問させていただいたのですが、大変安心しました。どうもありがとうございました。 
【【椿椿所所長長】】どうもありがとうございます。 
【【司司会会】】どうもありがとうございます。他、いかがでしょうか。 
【【山山形形顧顧問問】】慶應の山形ですが、よろしいでしょうか。 
【【司司会会】】山形先生、よろしくお願いします。 
【【山山形形顧顧問問】】椿所長、どうもありがとうございました。全貌がよく分かりました。少し最後

の時に質問する時間があるかどうか分かりませんので、初めに質問させていただきます。

NOE のいろいろなプロジェクトなど、いろいろな予算でサポートされているものと思いま

すが、例えば、ものづくり、あるいは医療という現場の問題解決型のセンターと、機械学習

という手法に特化したセンターがあります。統計数理研究所の特徴というのは、多分、最先

端の統計数理手法を研究するということかと思いますが、同時に、社会の問題を解決すると

いうのが、今の日本全体の科学技術政策の方向かと思います。ですから、やはり大学や、こ

のような国の研究機関も含めて、問題解決型で技を磨くといいますか、実際に刀を研いで、

切ってみるということが必要かと思います。 
 そのようなことで、一般的に統計的機械学習を磨いていけば、何でも切れる刀ができると

いうことなのか、あるいは問題解決型で、やはり踏み込んでいくことで初めて、役に立つツ

ールができると考えるのか、その辺りはどのようなお考えでしょうか。 
【【椿椿所所長長】】先ほど NOE の中には、横断的な、ある意味で、メソドロジーに関する、横断的

なメソッドに関する研究センター、つまり、統計的機械学習は、どちらかというと、理論研

究としては、横断的に利活用できます。それから、そのようなものの利活用の成果を受ける

場としてのマテリアルズインフォマティクス、あるいは医療健康というものがあるわけで

す。横断的な部分で出てきている統計的機械学習研究センターなどは、どちらかというと科

学研究費の競争的資金や何かの、そのようなところから来ている部分が大変ありますし、マ

テリアルズインフォマティクスは、逆に産学連携的な資金が流れています。そのような、そ

れぞれの資金の特徴があります。 
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 いずれにしても、山形先生のおっしゃったように、われわれは、第 1 弾としては、この統

計的機械学習という、現在、人工知能の、数理的な基盤、基礎となっている部分、ここを横

軸にして、こちらに先端学術、マテリアルズインフォマティクス、あるいは医療、生物、環

境も含めて、今後、この場と理論とを形成するような、そのような融合のバーチャルラボラ

トリを少しずつ作りたい。バーチャルラボラトリは、統数研に限らず、いろいろな分野の先

生方が常に集う場という、そのような場の形成を、第 4 期以降、順次、行っていきたい。バ

ーチャルラボラトリを、いろいろな縦軸、横軸の構造体の中でつくっていきたいと、今、構

想しているところです。 
 バーチャルラボラトリというのは、あまり今まで文部科学省もやった経験がないという

ことで、いろいろなご意見を頂戴しているところです。私どものような、割と小型の研究所

が、それなりに社会に対する貢献をするためには、やはりつないでいくという機能を強化す

る、NOE の機能をやはり強化していくことしか、なかなか考えにくいのではないかという

のが、今、私どもの構想の基盤的なアイデアとなっているところです。 
【【山山形形顧顧問問】】ありがとうございました。基礎研究と社会実装の間の死の谷を埋めるというこ

とで、非常に重要な機能ですね。 
【【椿椿所所長長】】先生がおっしゃるとおりです。そのような意味で、バーチャルラボが機能するよ

うに、システムデザインしなければならないと検討しているところです。 
【【山山形形顧顧問問】】無事に渡れるように、私たちも連携したいと思います。よろしくお願いします。 
【【椿椿所所長長】】ぜひよろしくお願いします。 
【【蒲蒲地地顧顧問問】】蒲地ですけれども、よろしいでしょうか。 
【【椿椿所所長長】】よろしくお願いします。 
【【蒲蒲地地顧顧問問】】ありがとうございました。全体的な流れは、ある程度つかめたと思うのです

けれども、今回、人材育成ということを非常に強調されていたかと思います。人材育成

は、24 ページあたり、その後にもありますし、また、今日のご発表の中でも、後ほどある

と思います。この人材育成ということに関しましては、最終的には、現場なり、研究機関

なり、そのようなところで実際に統計数理を使って働く方たちの専門家を育成するという

こともあります。それから、次にそのようなエキスパートを育てる側の方たちも、また育

てなければならないという、二重にあって、なかなか大変で、時間がかかるものではない

かと思います。これは、今期の中期計画だけではなくて、まだ今後も続いていくものだと

考えてよいでしょうか。 
【【椿椿所所長長】】私どもの構想としては、現在、国のプロジェクトとして 5 年間行うことは開始

しているのですけれども、これを、やはり 5 年で終わらせないで、第 2 期、さらに 5 年続

ける。あるいは、データサイエンス共同利用基盤施設のほうは、運営費交付金化していま

すので、永続的に続けることができます。ですから、このような仕組みを第 4 期の末まで

には確立して、サステナビリティというか、永続的な活動にできればとは考えているとこ

ろです。 
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 それから先生がおっしゃったように、これはあくまで大学で教える教員と共に、それら

の大学や大学院に教育システム、教材や教育方法も提供するという形で、そこで、さらに

大学院レベルの統計に、あるいはデータサイエンスに明るい修了生というものは、われわ

れは孫弟子という言い方をしてしまうことが、よくあるのですけれども、そのようなもの

を育成するということが最終的な狙いになってきます。日本においては、中高の先生方を

育成するという教育学はあるのですけれども、なかなか大学、大学院レベルの教員を育成

するのは、実は、初めての試みといわれています。後ほど説明がありますけれども、研修

部で非常に頑張っていただいています。ぜひこれをうまく進めて、立ち遅れている日本の

統計データサイエンスを少しでも進展させたいと考えているところです。 
【【蒲蒲地地顧顧問問】】そのような意味では、人材育成というか、組織だって、組織自体も考えてい

くということにもなるわけですか。 
【【椿椿所所長長】】はい、そのとおりです。そのために、大学統計教員育成センターというものを

昨年 1 月に設置しました。これは、後ほどセンター長から少し説明させていただきます。 
【【蒲蒲地地顧顧問問】】分かりました。あともう一点です。これは、11 ページ、科研費のデータがあ

ったと思うのですけれども、今年度は、件数は減って、大型研究が通ったから、予算とし

ては増えているので、それは、それでよかったと思います。けれども、若手研究が 9 件ぐ

らいだということで、基盤 C が 15 件などあります。例えば、私が以前いた JAMSTEC な

どでは、老獪といいますか、長年科研費を取ってきたり、あるいはそのような審査員にな

ったり、そのような経験のある人間が選ばれて、若手が応募する時にもっと具体的なアド

バイスを応募の書類を見ながら議論して、それを何かもっとよくして、採択件数を増やし

ていくという戦略的な取り組みを行っています。統数研のほうでも、そのような戦略的な

試みというものは何かされているのでしょうか。 
【【椿椿所所長長】】統数研でも、必ず若手の方々が出すものに関しては、副所長級が、あるいは主幹

がレビューをするということになって、指導しています。この件数が減っているのは、確か

に非常に心配はしています。ただ、先ほど申し上げましたように、承継職員数 50 名の研究

所で、43 件ということになっている。それでも、われわれは、件数的には少し心配してい

る部分が多々あるところです。ですから、先生がおっしゃったように、実は統計科学という

科研費が細目になって、通りにくくなったということがあります。統計科学の審査員は、統

計学ではなくて、ほとんど情報の先生方が入っているという実態があって、なかなか苦戦し

ています。それによって苦戦したということは、分析的には、そのように思っているのです

ぜひこれから少し、件数という意味で立て直しを図らねばと思っているところです。 
【【蒲蒲地地顧顧問問】】分かりました。ありがとうございました。 
【【上上田田顧顧問問】】すみません。理研の上田ですが、よろしいでしょうか。 
【【椿椿所所長長】】よろしくお願いします。 
【【上上田田顧顧問問】】ご説明、どうもありがとうございました。マテリアルズインフォマティクスと

いうのは、確かに日本が強い領域で、一方、統数研は、機械学習、数理統計が強い機関でも
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あるので、そこで、このようなバーチャルラボを展開されるというのは、非常に良いことだ

と思います。一方、例えば、NIMS（国立研究開発法人物質・材料研究機構）なども、デー

タベースは結構、整備されていると思うのですけれども、プログラムや技術の面では、個人

的な印象ですけれども、不十分だと思います。その中で、この第 4 期中期計画の中で、この

バーチャルラボというのは、日本のリーダーシップを取るような規模感でつくっていくの

か、あくまでも統数研の中でとどまるのかというのは、どのような見解なのでしょうか。 
【【椿椿所所長長】】これについては、後ほど吉田センター長から詳しく話があると思いますけれども、

基本的には、世界最大のデータベースがほぼできる形になってきて、そのために、もう統数

研にとどまらず、非常に大きなコンソーシアムができています。それから、統数研の所内に、

既に三菱ケミカルを含めて、各民間のサブ研究所というものが出来上がってきているとい

う状況が進んでいます。 
 私どもとしては、ものづくりセンターができてから、加速度的にそのことが進捗して、し

かも富岳の CPU のかなりの部分を使えるということも認めていただいているということ

です。いわゆる NIMS は、実際の実マテリアルのデータベースをつくるわけですけれども、

統数研は、スーパーコンピュータを使った計算機科学によって、計算機理論で第 1 原理に

基づくデータベースとして、世界最大、恐らく今までと 1 桁規模が違うものをつくりつつ

あるという、そのような状況になっています。 
【【上上田田顧顧問問】】分かりました。非常に素晴らしい計画だと思います。ありがとうございます。 
【【椿椿所所長長】】ありがとうございます。山下先生、各論も含めて話して、本当は、私より吉田セ

ンター長に答えていただくほうがいいかと思われるのですけれども。 
【【司司会会】】皆さんから貴重なご意見をありがとうございました。各論に入る前に、もう核心を

突いたご意見を頂いたような気がしますけれども。 
【【椿椿所所長長】】核心を突かれた、そうですね。本当にありがとうございます。 
【【司司会会】】もう少し掘り下げて説明させていただければと思います。 
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● 国国際際戦戦略略アアドドババイイザザーーかかららのの助助言言へへのの対対応応ににつついいてて

【【司司会会】】それでは、本研究所が 2021 年度、22 年度に招聘した国際戦略アドバイザーとい
う方々がいらっしゃいます。その方たちのご助言というものを、いったんまとめました。い

わゆる世界の先生方から頂いた意見について、その対応の方針について、研究企画担当の副

所長、川崎のほうからご説明させていただきます。資料 2をご覧いただければと思います。
では、川崎先生、お願いします。 

【【川川崎崎副副所所長長】】ご紹介いただきました、研究企画ならびに評価を担当しています副所長の川

崎です。今日は、少し本筋という感じではないかもしれませんが、国際戦略アドバイザーか

らの助言への対応ということで、簡単にご報告させていただきたいと思います。 
 まず制度の概要をご説明するところから始めたいと思います。統数研は、研究所の制度と

して、まず国際アドバイザリーボードというものを設けていまして、5名程度、海外の学識
経験者に委員を委嘱するという形で、任期は 2 年ということにしています。その間にご来
訪されれば、ベストですけれども、そうではなくても、最近は、いろいろと便利になってき

ていますので、オンラインミーティング等を通じて助言レポートを執筆していただいて、そ

れを生かしながら、われわれも、その研究、それから、業務の体制をいろいろと変えていく、

助言を生かしていくということでやっています。 
 一方、機構本部には、国際戦略アドバイザーというのがありまして、これは、構造的には、

統数研のアドバイザリーボードを 5名程度お願いした中から、1名を機構本部の国際戦略ア
ドバイザーというものに推薦申し上げて、これは、機構本部が決めることなわけですけれど

も、本部で審査の上、認められれば、旅費、謝金等を本部が負担してくれるというものです。

これは、来訪していただいて、あるいはヒアリングに基づいて、Activity Reportというも
のを、その任期内にご執筆いただくという、そのような制度になっています。ですので、統

数研の制度と、機構本部の制度と 2本あるのですけれども、本日は、この国際戦略アドバイ
ザーとして、2021年度、それから、22年度、過年度 2年度分のところで、国際戦略アドバ
イザーの方々から頂いたご助言に関して、簡単に取りまとめたものをご紹介申し上げたい

と思います。 
 まず、2021年度の末に近いところですが、台湾アカデミアシニカの統計科学研究所所長
でいらっしゃいます Chun-houh Chen先生に、オンラインでしたけれども、いろいろとミ
ーティングを持たせていただきまして、その結果として、非常に長大なレポートを頂いてい

ます。それから昨年度は、カリフォルニア大学サンタバーバラ校の Gareth Peters先生が、
夏に来訪されて、短いミーティングを持ったのですけれども、それだけでは、少し足りませ

んので、結局、年が明けまして、2月にオンラインで再度ミーティングを持たせていただき
ました。結果、大変、参考になるレポートを頂いています。この国際戦略アドバイザーの先

生方には、第 4 期中期計画について、国際的な見地から助言を頂くというところが 1 つの
主眼ですけれども、特に、機構本部の第 4期中期目標・中期計画におきましては、関連する
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事項が大きくは 2 つあります。 
 1 つは、計画番号 28 番の評価指標 2 というものです。これは、国際戦略アドバイザーか

らの助言に基づいて、戦略企画本部において、研究所等のベンチマーク機関、要するに、研

究分野、それから、サイズ感等、似通った国際機関を選定して、そことの比較において、パ

フォーマンス等をチェックするということは、求められつつあります。ということですけれ

ども、そのようなベンチマーク機関の候補となる海外の中核拠点等をいろいろとリコメン

ドしていただいて、それを機構本部で第 4 期末までに取りまとめるという、このような機

構全体の目標が 1 つあります。 
 それから、計画の 43 ですけれども、こちらは、このような外国人有識者を含むアドバイ

ザリーボードからの報告・助言を踏まえて、研究所運営に関する取り組み等の検証、これは、

年 1 回以上実施して、その対応・反映状況を毎回公表するという、このような目標が上がっ

ています。これは、全研究所が機構傘下で一斉にというよりは、機構本部で、どこかの研究

所が毎年このようなことをやるということでした。統数研は、幸いにして、過去 2 年度にわ

たって、このような立派な先生方からご意見を頂く機会がありましたので、それを取りまと

めて、昨年度末に公表という形にした次第です。 
 本日は時間も限られていますし、現状は、指摘事項の中から、このようなことに、われわ

れとして対応していく中で体制を強化していこうという事項を取り上げたという、第 4 期

の初年度が終わった段階で、まだそのようなところですので、詳細の読み上げはしません。

しかし、まずは、先ほど所長から説明のあった基幹研究系の再編に関する質問や、あるいは

国際共同研究に関する予算支援に関するご助言・ご質問、それから、NOE 型研究センター

の再編等に対するご質問、それから、スパコンの利用、特に利用率に関する、モニタリング

等に関するご助言、このようなものも頂いています。 
 それから、共同利用・共同研究の促進についてということでは、その優先度の高い共同研

究というものは、予算配置の大きなものという意味ですけれども、そのようなものに関して

は、何かしらそのような評価というものを考えていく必要があるのではないかということ

です。それから、あとは、国際共同利用・共同研究ということを推進していくに当たっての

課題の選定基準如何ということや、あとは、MOU というのは、これまで同様、締結を推進

していくべきであるけれども、一方では、パフォーマンスチェックも怠らぬようにという、

そのような助言も頂いています。それから、このページの 4 つ目は、やや特殊なというか、

エキセントリックな視点ですけれども、これは若手に限らないと思いますが、研究者の国際

交流というものを可視化するということは、非常に suggestive であるから、やってみては

どうかと。実際、これは Chun-houh Chen 先生からのアドバイスだったのですけれども、

確かに提示してくださった図をレポートに含めていただいたりもしています。 
 それから、次のページのこちらは、所長からもご説明がありましたけれども、女性研究者

の採用ということでは、近年、統数研は苦戦しています。これは、海外の大学でも、STEM
分野においては同じなのだけれどもという前置きがありながら、しかしながら、統数研にお
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いても女性研究者を増やすことを検討すべきであります。これに関しては、機構長も変わり

まして、新機構長の下で、機構全体として何か大きなアクションの方向性のようなものが出

る可能性がありますので、そのようなものを、歩調を合わせながら進めていくということに

なろうかと思います。 
 最後は、これは丹念に統数研の教員の業績状況等をアドバイザーの方々が調べてくださ�

った結果の助言と思いますけれども、なかなか統数研の教員一人一人は、業績の可視化とい

う意味では、Google Scholar のプロフィールや、Research Gate、SSRN のプロフィール、

このようなものがきちんとそろっている教員ばかりでないというご指摘と思います。その

ような形で業績の可視化ということを、教員一人一人が心掛けるべきであるという、そのよ

うなご助言を頂いているところです。実は、他にもたくさん助言いただいているのですが、

われわれとして積極的に対応していきたいというものを、ある種セレクティブに選んだも

のがこれらです。 
 まだ第� 4 期中目・中計期間の初年度が終わったところですので、このような助言で、われ

われとして積極的に対応していく、あるいは対応すべきであると考えているものは、逐一と

いっても、毎年というレベルになると思いますけれども、リバイズしながら、われわれの体

制強化につなげていきたいというところです。時間も限られていますので、私からは、以上

とさせていただきたいと思います。どうもありがとうございました。 

【【司司会会】】ありがとうございます。少し時間が押していますので、後に一括して質問を受け付

けたいと思います。進行を変更させてください。 
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● NOE形形成成事事業業のの概概要要ににつついいてて 
【【司司会会：：椿椿所所長長】】それでは、次は、NOE 形成事業の概要説明で、まさに司会進行役の山下

副所長が、NOE 推進室長として説明するので、一時、私が司会進行役をさせていただきた

いと思います。それでは、資料 3 をご覧いただければと思います。それでは、山下副所長、

ご説明をよろしくお願いします。 
 
【【山山下下副副所所長長／／NNOOEE推推進進室室長長】】NOE は全部で 6 個あり、6 個のうち、今回、3 つ個別に説

明させていただくのですが、残りの 3 つについて、一体どのようなことをやっているかを

中心に、NOE 事業について説明させていただきたいと思っています。 
 まず NOE という言葉ですが、Network Of Excellence という英語の略です。われわれ統

計数理研究所は、大学共同利用機関といって、大学に対するサービス、もしくはコネクショ

ンの中心になるというのが、元々の役割として持っています。それを具体化する学術ネット

ワークのハブとなるように、いろいろな制度、人、施設、そのようなものを整えるというの

を、NOE 形成事業と言っています。話が見えにくくなる原因の 1 つが、NOE 形成事業と

NOE 型研究センターというのは、必ずしも 1 対 1 でつながっていない。NOE は、先ほど

言ったとおり、6 個あるのですけれども、研究所内には、NOE 型研究センターというのは、

4 つしかありません。4 つ挙げますと、リスク解析、機械学習、ものづくり、医療健康です。 
 さて、何がどうなっているかというと、もう少し整理させていただきたいのです、リスク

科学 NOE という NOE 事業があり、この内容を見ると、所内にリスク解析戦略研究センタ

ーというセンターがありまして、あと所外にリスク研究ネットワークという組織を結び付

けるためのコア事業、コアネットワークがあります。だから、ネットワークのほうは、所外

の人が委員長になっていただいています。そのような、所内のもの、所外のものを集めて、

リスク科学 NOE というものができています。 
例えば、調査科学 NOE というのは、これは、所内にはセンターというものがありません。

では、担っている人たちは誰かというと、データ科学研究系という、先ほど言った、横糸の

1 グループが、この NOE を担っています。所外の DS 施設という情報・システム研究機構

に存在する 1 つの施設の中に社会データ構造化センターというセンターがあり、その中で

主に研究しているという構造になっています。 
 それで、NOE は全部で 6 個あるけれど所内の NOE 型研究センターは 4 つしかなく、調

査科学 NOE と次世代シミュレーション NOE がこれにあたります。この 2 つについては、

この DS 施設の中で活動しているので、統数研のこの資料の中には出てこないという仕組み

です。NOE は統数研のものなのですけれども、センターは、統数研のものではない形が含

まれて、複雑になっていると考えてください。 
DS 施設とはわれわれの上部機関である情報・システム研究機構が持っている 1 つの研究

施設です。 
 歴史的な変遷を見ると、リスクの NOE から始まりました。この時の初代センター長は、
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今の椿所長です。それが発展しまして、次世代シミュレーション、調査科学、それで、少し

遅れまして、機械学習、サービス科学というものが出来上がりました。その後、世の中のニ

ーズの変遷と、あとは、いわゆる情報・システム研究機構の組織改革、もしくは、また、所

内でのいろいろな人材の関係も含め、NOE がいろいろと変わっています。いろいろな変遷

の結果、DS 施設の中にあるものと、研究所本体に残った NOE 型センターというものが存

在します。いわゆる現在の形になったとご理解いただければと思います。 
 それで、6 個の NOE は、研究系という横糸によって、それぞれ結び付いています。2 つ

は DS に、4 つは統数研に残っているわけですけれども、その全体を NOE 形成事業運営委

員会、NOE 推進室というもので支援しまして、また、一方、この会議、顧問の先生方から

ご意見を頂き、6 つの NOE の運営の参考にさせていただくというのが、NOE 形成事業の

全体像です。 
 さて、NOE の予算がどのようになっているかという質問が、前回の顧問会議で寄せられ

ましたので、新たに作った図です。この図自体は会計担当の私が、大まかに入れた数字なの

で、正確ではありません。NOE の運営予算というものは、1 つは、テーマごと、トピック

ごとにお金を頂いている直接経費です。例えば、医療健康の場合は、概算要求で獲得できた

予算が、現在は、ミッション実現分という運営費交付金に変わっていますけれども、その

6,000 万が、ほぼつぎ込まれています。あとは、ものづくりの場合は、富岳プロジェクトや

企業との共同研究、そのようなものが活動の中心になって、予算的にはそのようなところか

ら出ています。リスク科学の場合は、地震の STAR-E という国プロと、所長裁量経費から

来ていまして、調査科学と次世代シミュレーションは、これは DS の施設なので、DS の予

算を使うことができているということです。 
 ちなみに、所長裁量経費というのは、科研費や国プロからの間接経費、自己収入、運営交

付金ということで、基本的には、使途に制限のない予算を NOE に投下しています。これを

やることで、全体で 4 億近く投入しているのですが、統数研の予算規模は、全体で 17 億ぐ

らいです。運営交付金が 13 億です。そのような規模の中で、4 億以上と、統数研にとって

重要ポイントということになっています。 
 それでは、簡単ですが、各 NOE の活動状況について解説させていただきます。まずリス

ク科学 NOE なのですけれども、活動の中心は、所内にありますリスク解析戦略研究センタ

ーです。リスクセンターは、大変規模の大きいセンターでありまして、また、一番古いセン

ターです。それで、現状、7 つのプロジェクトをやっています。まず、リスク科学共通の問

題点を取り上げるリスク数理、リスクに関する数学です。あとは、リスクに関するデータベ

ースの議論という、分野共通型のテーマと、あとは、環境、資源、金融、地震、時空間とい

うことで、テーマ、分野限定型の研究が 5 つということで、全部で 7 つの活動を続けてい

ます。 
 この 7 つというものは、常に新陳代謝していまして、このような変遷をたどっています。

消えたものもありますが、例えば、一部のプロジェクトは、センターとして独立しました。
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そのようなものも存在します。現在、センター長は加藤先生で、私が副センター長というこ

とで、センター長、副センター長は、今年から入れ替わったことになっています。 
 具体例として幾つか紹介します。まず、地震予測です。緊急地震速報システムの信頼性向

上のために、実務的な貢献をしているチームです。他、例えば、金融チームの活動例です。

これは JBIC（国際協力銀行）と JICA（国際協力機構）との共同作業なのです。ソブリン

リスク、国の破綻リスクについてのモデルを作って、それで毎年チェックしている、モニタ

リングしているという活動をしています。それから、新たにできた時空間データ解析プロジ

ェクトでは、いわゆるパンデミックリスクについて、感染の広がりのモデルについて研究し

ているところです。 
 次に、データ同化グループです。データ同化グループの特徴は、シミュレーション技術で

す。要素間に一種の方程式を使いまして、あとは、観測値を境界条件にして、それで連立的

に説いていくような形の解き方をすることを、データ同化手法と言いますが、それを使った

ことによる方法論的な研究グループです。応用先ですけれども、特に有効に使われている部

分は、気象や時空間に関するようなことが多いです。例えばですけれども、オーロラの状況

というものが、実は古典の情報からオーロラの状況というものが再現できるという話であ

ったり、地理データの応用であったり、あとは、物理的な空間を意味しているわけではない

のです。遺伝子情報の解析であったり、あとは、そのような実証的分析よりも、理論的分析

が含まれているという形が、データ同化、次世代シミュレーション NOE の状況です。 
 調査科学グループに関しては、後ほど特別に時間を設けていますので、ここでは省略させ

ていただきます。国民性の調査等、統数研の看板事業を行っているということです。 
 機械学習センターにおいても、後ほど説明がありますので、省略させていただきます。近

年ブラックホールの撮影への貢献や、あとは新しい星団の形成など、どちらも宇宙なので、

似たような話かなと思われがちなのですけれども、こちらは画像解析で、こちら側は、物理

シミュレーションです。だから、内容としては、全然違うのですけれども、そのようなもの

が研究として成功しているということです。 
 ものづくりの解説についても、後ほど行いますので、今回、ここでは省略させていただき

たいと思います。先ほど所長からの説明がありましたように、化学合成、有機物、無機物、

両方ですけれども、そのようなもの物理実験からシミュレーション実験への大きなかじ取

りをしているというセンターです。 
 最後に、医療健康データ科学研究センターです。これは、前の第 3 期中期で概算要求が通

って、事業化されたものです。医療の研究そのものも、もちろん含まれるのですけれども、

重点としては、医療の中での統計学者の育成ということです。なぜこのようなことをしてい

るかと言いますと、医療関係の論文というものは、必ず統計の専門家というものをグループ

の中に入れて、統計的なデータを正しく扱っているという証明が必要になってきています。

それでなければ、査読が通らないというのが現状です。これが、なかなか日本は達成できな

くて、世界での論文順位というものが、30 位や 40 位など、先進国ではないレベルまで下が
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ってしまっていました。 
 そのようなものを解決するために事業を立ち上げて、医療の先生方の中で統計的な先生

方を育てるということを、集中講義や OJT プログラム等で行っていました。今期から新し

く広域コンサルテーションというものを行いまして、臨床において、どのような点が統計的

問題になっているかというのを、実際コンサルを行って、それをまとめて、マーケットの皆

さんが自由に利用できる情報をきちんとストックしていこうという活動をしています。 
 実際、われわれの活動に協力していただいている機関というものは、全部で 100 機関を

超えてきています。われわれが行った研修生がどれぐらい論文を出せるようになったかと

いうもののデータなのですが、受講年度を真ん中に置いています。1 年前、2 年前と、受講

後の 1 年後、2 年後というものを比較すると、明らかに受講することによって、論文の生産

数が増えたということが見て取れます。これが、因果関係で、われわれが原因で、他は原因

ではないようなことは、決して言えるわけではないとは思うのですけれども、数字的には、

成果がきちんと出ていると認識しています。 
 以上、簡単でしたがわれわれの NOE 活動全体についてと、本日発表の用意をしていない

NOE について紹介させていただきました。ご質問等がありましたら、よろしくお願いしま

す。 
 
【【司司会会：：椿椿所所長長】】以上で説明が終わりました。NOE 形成事業の概要でした。いかがでしょ

う。顧問の皆さま方、ご質問があれば、よろしくお願いします。 
本日、機械学習やものづくりについて、あるいは調査については、後ほど説明があるので

すけれども、他の NOE に関する質問等々があれば、それから、先ほどの川崎からの説明も

含めて、何かご質問があれば、よろしくお願いします。 
【【伊伊藤藤顧顧問問】】すみません。伊藤ですけれども、よろしいでしょうか。 
【【司司会会：：椿椿所所長長】】はい、伊藤先生。よろしくお願いします。 
【【伊伊藤藤顧顧問問】】ご説明、どうもありがとうございました。活動内容というよりは、予算のこと

に関してお伺いしたいのですけれども、39 ページのところで、全体の予算の話をしていた

だきました。先ほど椿所長のほうからも予算の話がありました。産業界からの外部資金の件

なのですが、全体で 6,000 万という額は、非常に多くて、予算総額 4 億のうち 15％ぐらい

が、産業界から来ているということで、大変素晴らしいと思います。けれども、気になるの

は、共同研究が全部で 20 件あって、その額が 3,300 万。ということは、1 件当たり百数十

万ということになるのかなと思います。共同研究ですから、統数研にとってもメリットもあ

ることをおやりになっているので、このような共同研究をする時、金額の大小は、特に問う

わけではないのですが、何か根拠があって、すなわち積み上げ的な作業によって、額を決め

られているのでしょうか。というのは、今、国の機関が保有する施設や技術を広く共用する

という方向に動いていて、共用することによって、利用者が、どのような価値を得るのかと

いう、その価値をきちんと把握した上で、金額は考えるべきではないかという議論がありま
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す。このような議論もあるのでこの金額は、どのようにお考えになっているのかということ

をお伺いしたいです。 
【【山山下下副副所所長長／／NNOOEE推推進進室室長長】】金額については、契約がさまざまです。割と小さめのもの

については、100 万、200 万レベルのものが、とても多いです。それは、研究者個人同士の

つながりでの契約が多いです。に対して、例えば、先ほどの三菱ケミカルなどはこちらに研

究室をお貸ししますという、そのような規模で組織と組織のきちんとした契約になります。

モデル金額のようなものを設定しまして、その金額を払い込んでいただくという仕組みに

なっています。かなりいろいろなスキームがありますので、一概に説明できないのですけれ

ども、大きいほうが、やはりレディメイドの制度の上に乗せたいという形です。  
【【伊伊藤藤顧顧問問】】それは、2 件ある研究部門という話ですね。 
【【山山下下副副所所長長／／NNOOEE推推進進室室長長】】そうですね。 
【【伊伊藤藤顧顧問問】】分かりました。URA の制度も、さらに拡充していただけるということなので

すけれども、統数研が持っている唯一無二の研究力というものは、とても大きな価値です。

ですから、その価値を産業界の方にご説明いただいて、その上で産業界側も納得していただ

けるような形で、きちんと共同研究の経費というものを考えたほうがいいのではないかな

と思います。これはコメントです。 
【【山山下下副副所所長長／／NNOOEE推推進進室室長長】】ありがとうございます。 
【【司司会会：：椿椿所所長長】】どうもありがとうございました。他にいかがでしょうか。 
【【蒲蒲地地顧顧問問】】よろしいですか。 
【【司司会会：：椿椿所所長長】】蒲地先生、よろしくお願いします。 
【【蒲蒲地地顧顧問問】】この NOE 形成事業というのは、統数研がネットワークの拠点としての活動と

いう意味があるということのご説明があったかと思うのですけれども、これは、今日は、ど

うしても概略のところでの紹介でしか、時間や枚数の都合などで、それは仕方がないことだ

と思います。今日の紹介していただいた研究成果は、素晴らしいものが幾つも並んでいるの

ですけれども、これは、統数研だけでできたものではなくて、ネットワークで、他の 100 以

上あるところとの共同な、あるいは、つながりがあっての話だと思います。だから、そこの

ところをもう少し強調されるような紹介のされ方をしていただいたほうが、NOE という

元々の意味からして分かりやすいかと。各センターに、センター構成ということで、どこと

関わり合いはありますという図は出ていたのですけれども、それぞれのテーマに、どこと一

緒にやって、出てきました。このような成果を得られましたと。 
 その中で統数研としては、このような役割をして、他は、どのような役割があったという

ことが、少し分かるような、そうなると、資料が膨大になって、申し訳ないのですけれども、

そこまでしなくてもいいとは思います。でも、何かそれらしい紹介の仕方をしていただいた

ほうが、NOE という元々のネットワークのハブとしての役割をやっているのだということ

が示せるのではないかという気がしました。 
【【山山下下副副所所長長／／NNOOEE推推進進室室長長】】ありがとうございます。このようなブラックホールの研究
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など、当然われわれだけでは、できるわけではありません。 
【【蒲蒲地地顧顧問問】】そうですよね。 
【【山山下下副副所所長長／／NNOOEE 推推進進室室長長】】ですから、このようなものの研究成果を見せると同時に、

この時に使われた、いわゆる研究ネットワークを一気に説明すると、もっと NOE らしい説

明になるということと理解しました。ありがとうございます。 
【【司司会会：：椿椿所所長長】】どうもありがとうございます。他は、いかがでしょうか。後半のほうでは、

医療健康やリスク自体の説明はありません。後のほうで、もちろんコメントを頂いてもいい

のですが、今、もしご質問等があれば、よろしくお願いします。 
【【小小宮宮山山顧顧問問】】日本製薬工業協会の小宮山です。 
【【司司会会：：椿椿所所長長】】小宮山先生、よろしくお願いします。 
【【小小宮宮山山顧顧問問】】今日は、医療健康データ科学のネットワークの話の詳細はないということな

のですけれども、質問ではなくて、感想になってしまいます。コンサルタント事業、これを

本年度というか、先ほど規定を拝見したのですけれども、3 月から施行になったということ

で、多分われわれの業界側でも、十分に周知されていないので、急いで宣伝しなければなら

ないなと思いました。この統数研とのネットワーク、NOE とのつながりを広げていく、あ

るいは強化していく上で、とてもいいツールになるのではないかなと本日思いましたので、

もう、すぐにでも宣伝、あるいは、どのようにしようかという話を始めたいと思います。あ

りがとうございました。 
【【司司会会：：椿椿所所長長】】どうもありがとうございました。松井センター長、よろしいですか。 
【【松松井井（（茂茂））教教授授】】コメントを頂きまして、ありがとうございました。センター長をしてい

ます松井ですけれども、おっしゃるとおりで、コンサルテーション事業は、初めての事業で、

いろいろと調整などで少し時間がかかったのですけれども、3 月にようやく、年度内ぎりぎ

りに開始できる状態になったところです。年度明けの 4 月になってから、徐々に今、開始し

ているところです。おっしゃるように、まだ全然アピールの部分が十分できていません。6
月の末にネットワークのシンポジウムを開催しますが、そのテーマは、コンサルテーション

ということでちょうど案内したところです。そのシンポジウムの中で、コンサルテーション

の背景や詳細も含め、ネットワークの事業として紹介することになります。基本的には、ま

ずはネットワークに入っていただいている加盟団体の方々が対象になりますけれども、そ

こで、しっかりアピールしていきたいと思っています。 
 恐らくは、まだどのような中身かということは、なかなかイメージしにくい部分があると

思います。例えば、このような具体的なテーマがありますなど、そのようなことも紹介しつ

つ、よりアピールの場を広げていきたいと考えています。製薬協のほうでも、ぜひアピール

していただければと思います。どうもありがとうございます。 
【【司司会会：：椿椿所所長長】】どうもありがとうございます。6 月末に、まさにこのコンサルテーション

をテーマとしたシンポジウムがあるということですので、ぜひそれも小宮山顧問にもご参

加いただければと思います。 
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【【小小宮宮山山顧顧問問】】ぜひよろしくお願いします。 
【【松松井井（（茂茂））教教授授】】お願いします。 
【【司司会会：：椿椿所所長長】】他、いかがでしょうか。山形先生、よろしくお願いします。 
【【山山形形顧顧問問】】すみません。最後、移動前に少し質問をさせていただきたいのですが、実は、

このコンサルテーションにも関わっているのですけれども、自治体さんや企業さんで、いろ

いろな DX ということが進んでいますが、特に深刻なのは自治体で、いまだにファクスを使

ったり、全然フォーマットが違ったり、データがきちんと整備されていないという現状があ

ると思います。と同時に、AI の手法は ChatGPT で、もうほとんど私たちも、正直言って、

専門家知見が、それも ChatGPT に入れると出てきて、IPCC も、もう要らなくなるのでは

ないかというぐらい正確な評価が出るような時代になってきたわけです。そのような時に、

あまりに格差が大きい現状で、どのようにしたらいいのかというのが、私には少し分からな

くなってしまっています。ここで、さらに ChatGPT の性能を上げるような機械学習の技を

磨き続けるというのは、もちろん価値があると思うのですが、社会全体の最適化を考えると、

むしろ、今までのやり方では、もう全く間に合いません。ですから、根本的に DX を考え直

して、ChatGPT などの活用も含めて、どのように社会に AI を取り込むかということを考

え直さなければならないのではないかという気もします。これをやると、研究を放棄するよ

うなことになりかねないという面もあるのですが、そのようなところのバランスというも

のは、どのように考えていらっしゃいますか。 
【【司司会会：：椿椿所所長長】】これは、いかがでしょうか。非常に重い課題を頂戴したように伺いました

けれども、NOE 活動として何かコメントはありますか。これは、場合によっては、私ども

統数研だけではなくて、ROIS、情報・システム研究機構全体に対する宿題と、今、山形顧

問のお話は聞こえました。まさに、今、DX 化に関しては、ROIS 全体で、かなりいろいろ

なことを機構長も含めて考えていらっしゃると思いますけれども、いかがですか。これは、

まさに今のわれわれの課題として受け止めて、山形先生から非常に宿題を頂いたというよ

うに思いますが。室長としては、山下先生としては、いかがですか。 
【【山山下下副副所所長長／／NNOOEE 推推進進室室長長】】少しテーマが大き過ぎて、NOE 形成事業というより、も

う一段階上の情報・システム研究機構としての態度が求められているのかなというイメー

ジを持ちます。 
【【司司会会：：椿椿所所長長】】非常に重要な論点だと思います。 
【【山山下下副副所所長長／／NNOOEE推推進進室室長長】】さらにその上の文科省の学術関係の、いろいろな部署にも、

それぞれきちんと考えてもらわなければならない課題かなという気はします。ただ、われわ

れは、われわれの組織で与えられた条件の中で、独自に考えていかなければならない面もあ

りますので、マクロの方向と、逆に、先生 1 人ずつが、それこそ本当に人工知能というのが

発達した現状を考えて、自分自身の研究態度をどのようにするかというミクロの面と、その

両方の組み合わせで、やっと何か糸口が見えてくるのかなという感想を持ちました。とても

仕方のない感想で申し訳ないのですけれども、私の頭に浮かんだものは、以上、そのような
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感じです。 
【【司司会会：：椿椿所所長長】】顧問の山形先生、正直、私も、これは、われわれの研究所に限らず、非常

に大きな課題、宿題を頂いたと思います。ですから、今日すぐに答えられるということでは

ないのですけれども、ぜひ中期的に、かなりもう ChatGPT がこれだけ速いスピードで世の

中に入ってきたということからすると、その背後にある統計数理科学としても、かなり早急

にいろいろな戦略を考えなければならないというのは、そのとおりだと思います。 
【【山山形形顧顧問問】】ありがとうございました。 
【【司司会会：：椿椿所所長長】】他、いかがでしょう。 
【【副副島島顧顧問問】】すみません。日本銀行の副島です。 
【【司司会会：：椿椿所所長長】】副島先生、よろしくお願いします。 
【【副副島島顧顧問問】】今の山形先生のご質問と、それから、最初のセッションであった人材育成とい

うところが、少し関係しているのかなと思いました。金融研究所は、日本銀行の Center of 
Excellence です。それゆえ、Excellence という言葉が示す機能や役割について NOE の E
（Excellence）について非常にシンパシーを感じています。われわれが課題として日々感じ

ているのは、技術の実務問題への応用です。日本銀行の業務の現場を抱えている部署にこそ

問題はあって、それに対して、金融研究所の研究を役立てていこうとしています。 
 けれども、そこでスキルセットとして必要になってくるのが、IT システムに関する知識

です。①業務知と、それから、②データサイエンティストなり、統計なり、あるいは計量経

済学なり、フィナンシャルエンジニアリングなりという、そのような分析技術というところ

と、③これを業務に落とし込む IT システム、この 3 つの素養というものをそろえていなけ

れば、なかなか研究が実務にまでたどり着きません。今の実務というのは、全て IT システ

ムで動いているので、IT システムの中に研究を落とし込んでいかなければならないわけで

す。しかし、そこにギャップがあります。 
 なぜなら、いまだに IT インフラの開発というのは、昔のウオーターフォール型のオンプ

レミスで動くようなシステムの開発の仕方がほとんど主流です。クラウドとか CI/CD、ア

ジャイルといった今どきの開発の仕方というところに対するなじみがありません。加えて、

分析者は分析者で、IT の実装は、われわれの仕事ではありません、研究ではありませんと

考えがちです。でも、今起こっていることというのは、これは、大規模自然言語モデルなど

は典型だと思うのですけれども、IT システムの研究と、それから、機械学習なり人工知能

なりの研究はセットになって行われています。それらをシステム実装する時には、必ずイン

プリメンテーションというところに対するスキルセットがなければなりません。この 3 つ

のスキルのギャップというものを、どのように埋めていこうかというところが、とても悩ま

しい課題になっています。 
 DX が進まない一つの大きな原因は、IT インフラに関する一般の働く人の知識が圧倒的

に不足していることにあります。恐らく、これは、研究者やアナリストも同様です。先ほど

少しデータベースの話が出てきたと思いますけれども、では、その大規模データを構築する
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としましょう。それをどのような OS 群、あるいは、コンピュータ群の中にどうネットワー

クを構築して、あるいはクラウドの上に構築していくかという話になった時に、必ず IT の

問題に直面します。なので IT システムと研究や分析を切り離さないほうがいいのではない

のかな、一番弱いところを研究対象の外に置かないほうがいいのではないかなと考えてい

ます。金融研究所では、最近は、IT インフラ自体も研究の対象なのであると、考え方を切

り替えたアプローチで臨んでいます。その辺が DX のヒントになってくるのではないかと

考えています。以上です。 
【【司司会会：：椿椿所所長長】】コメント、ありがとうございました。先ほど最初に申し上げました私ども

の新研究系の構想の中には、実装を担当するリサーチエンジニアというもの自体の雇用、増

員ということも必要だといろいろと意識はしていたところですけれども、むしろ、そのよう

な分野自体の研究活動というものも、私どものような、ある意味で、理論と実践の研究機関

の中で、非常に重要ではないかというご示唆と拝聴しました。 
 これは、NOE 推進においても、今のような実装やシステム、ICT との関係性というのは、

今後、非常に大きな問題になってくるのだろうと思います。どうもありがとうございました。 
 だいぶ時間の進捗も遅れていて、気になっています。本来ですと、もう休憩の時刻が近い

のですけれども、もう一件、進めさせていただくということでよろしいですか。それでは、

もう一度、山下室長に司会を戻します。 
 
  



59第４回 統計数理研究所 NOE形成事業 顧問会議 報告集

統計的機械学習研究センター長

教授　福水  健次

第４回 統計数理研究所  NOE形成事業 顧問会議

統計的機械学習
研究センター

NOE活動紹介・事業計画

Research Center for Statistical 
Machine Learning



60 第４回 統計数理研究所 NOE形成事業 顧問会議 報告集

統計的機械学習研究センター NOE活動紹介・事業計画：資料

Research Center for Statistical M
achine Learning

資料６

● スライド

● スライド 2

1



61第４回 統計数理研究所 NOE形成事業 顧問会議 報告集

統計的機械学習研究センター NOE活動紹介・事業計画：資料

Research Center for Statistical M
achine Learning

● スライド

● スライド 4

3



62 第４回 統計数理研究所 NOE形成事業 顧問会議 報告集

統計的機械学習研究センター NOE活動紹介・事業計画：資料

Research Center for Statistical M
achine Learning

● スライド

● スライド 6

5



63第４回 統計数理研究所 NOE形成事業 顧問会議 報告集

統計的機械学習研究センター NOE活動紹介・事業計画：資料

Research Center for Statistical M
achine Learning

● スライド

● スライド 8

7



64 第４回 統計数理研究所 NOE形成事業 顧問会議 報告集

統計的機械学習研究センター NOE活動紹介・事業計画：資料

Research Center for Statistical M
achine Learning

● スライド

● スライド 10

9



65第４回 統計数理研究所 NOE形成事業 顧問会議 報告集

統計的機械学習研究センター NOE活動紹介・事業計画：資料

Research Center for Statistical M
achine Learning

● スライド

● スライド 12

11



66 第４回 統計数理研究所 NOE形成事業 顧問会議 報告集

統計的機械学習研究センター NOE活動紹介・事業計画：議事録

Research Center for Statistical M
achine Learning

第４回 統計数理研究所 NOE 形成事業顧問会議 議事録（案） 

 23 / 59 
 

● 統統計計的的機機械械学学習習研研究究セセンンタターー・・NOE活活動動紹紹介介・・事事業業計計画画ににつついいてて 
【【司司会会：：山山下下副副所所長長／／NNOOEE推推進進室室長長】】それでは、個別 NOE の紹介をさせていただきます。

まず初めに統計的機械学習研究センターおよび NOE の活動紹介ということで、センター長

の福水教授からご説明します。資料 4 をご覧ください。福水センター長、よろしくお願いし

ます。 
 
【【福福水水教教授授】】それでは、統計的機械学習 NOE の活動紹介を、統計的機械学習研究センター

長の福水からさせていただきます。今まで既に所長からも、NOE 活動、個別の統計的機械

学習研究センターに関してご紹介がありましたが、最近の活動をメインにして、もう少し詳

しいご説明を紹介させていただきたいと思います。 
 まずわれわれの NOE 型研究センターですが、2012 年に発足して、もう 11 年ぐらいたっ

ていますが、活動としては、一貫してこの 4 つの柱を掲げています。1 つは、独自の研究プ

ロジェクトを推進していまして、NOE 活動ではありますが、まずわれわれとしての研究の

コア、ハブをつくるための活動を行っています。もう一つは、NOE 的な活動としまして、

諸機関との協定の締結と、それに基づく共同研究の推進を進めてきています。これに関して

は、詳細を後でお話しします。それから、特にわれわれの機械学習 NOE は、他の NOE と

比較した時に、目立った点として、国際連携に非常に力を入れています。後で話しますけれ

ども、国際的な研究機関の多数と連携を結んでいて、それらの研究機関と共同研究、あるい

は国際ワークショップの開催を進めています。もう一つは、機械学習コミュニティ、国内外

のコミュニティへの貢献としまして、研究会やセミナー等を主催、共催しまして、共同利用

機関としての価値の向上を図ろうとしています。 
 これが、現在の人員配置ですけれども、現在、教員は 19 名が所属しています。少し大所

帯になっています。特任研究員、特任助教が 4 名いまして、客員 12 名という体制で研究開

発を行っています。 
 先ほども少しご紹介しました他機関との連携です。MOU 等を結んだ他機関との協定締結

ですが、現在、20 機関と協定を締結しています。そのうち、海外との協定が 13 機関ありま

して、どちらかというと、国内よりも海外の機関と多くの協定を結んで、連携を深めている

という形になっています。 
 これがプロジェクトの変遷でして、ここでは詳細をお話ししませんけれども、幾つかのプ

ロジェクトに関しては既に終了しました。また、2 年ぐらい前に、新たなプロジェクト等も

幾つか発足しているという形で、現在、9 つのプロジェクトを推進しています。 
 今日は、詳細をご紹介することはできませんけれども、簡単に、どのような研究をしてい

るかに関して、プロジェクトのタイトルだけをご紹介します。9 つプロジェクトがあるので

すが、6 つのプロジェクトに関しては、比較的、基盤的、あるいは方法論的なテーマを扱っ

ています。1 つは、情報幾何という日本が研究として優れている、甘利俊一先生が構築され

た情報幾何の流れをくむ研究を行っているプロジェクトです。それから、私がテーマリーダ
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ーを行っている、機械学習の 1 つの手法であるカーネル法を発展させていく研究プロジェ

クトです。それから、機械学習の基盤をなす数値最適化に関するプロジェクトです。それか

ら、これも機械学習の 1 つの重要なテーマであります、スパースモデリングを扱う研究プ

ロジェクトです。それから、数学的な概念であります、位相的な情報を取り込む手法をデー

タ解析に応用した位相的統計理論の構築とその応用と呼ばれています、位相的データ解析

分野を研究するプロジェクトです。それから、これは深層学習に関わるプロジェクトで、私

がテーマリーダーをしていますけれども、CREST の予算にリンクしまして、深層構造モデ

ルプロジェクトというものを行っています。 
 比較的応用に近い分野としましては、1 つは、マルチメディアデータの判別予測と解析と

いうテーマでして、マルチメディアデータからの推論を研究するプロジェクトです。それか

ら、先ほど少しご紹介もありましたけれども、池田教授が中心になって、天文学とデータ科

学のプロジェクトというものを非常に活発に進めていまして、このプロジェクトが 1 つ立

っています。それから、最後に都市インテリジェンス研究プロジェクトといいまして、都市

に関わるデータ解析、あるいは都市レジリエンス向上を目指した環境・エネルギー、あるい

は農業も含めたような、非常に広い分野を扱うプロジェクトを 1 つ進めています。 
 NOE 活動の一環としまして、われわれは、ワークショップ・研究会等を共催、主催して

いまして、特にこれは 2020 年度以降の開催概要をまとめたものです。残念ながら、2020 年

度以降というのは、コロナ感染がまん延した時期と重なっていまして、特に海外との提携を

主眼に置いているわれわれの活動としては、極めて困難な状況にはありました。しかし、オ

ンラインツール等を利用しまして、国際的な活動、ワークショップ・研究会というものも絶

やさずに行っていこうという意識を持って、開催をしてきました。最初、2020 年度、21 年

度というのは、主にオンラインで開催をしてきましたけれども、最近は、ハイブリッド、対

面の開催が徐々に増えてきています。 
 その間の新しい試みとしまして、これは後でも少しお話ししますけれども、天文学分野の

オンラインセミナーで、電通大、天文台、統数研の 3 機関共同で主催しているものが昨年度

から開始されています。それから、今年度からですが、統計物理分野の研究者である坂田先

生、伊庭先生が、統計物理と統計科学のセミナーを、高頻度で行うような活動を、新しい活

動として行っています。 
 NOE 活動、外部機関との共同研究の活動内容に関して、幾つかの例をご紹介したいと思

います。まず 1 つは、海外との連携の例をご紹介したいと思います。密接に海外の機関との

共同研究を行っている例としまして、University of Bristol の Jean Golding Institute との

研究連携というものが挙げられます。Jean Golding Institute というのは、Bristol 大学の

データサイエンスに関する、全学をまとめた中心組織でして、ここと、2019 年に MOU を

締結しました。これは、実は、Bristol 大学の Department of Math.に統数研の元特任助教

をしていた Song Liu という研究者が Lecturer として働いていまして、彼が、相手側の中

心的な人物として MOU を結んでさまざまな連携活動を行っています。2019 年、Bristol 大
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で、第 1 回の共同ワークショップを開催しまして、その後も共同ワークショップを開催す

るという計画でいました。しかし、残念ながら、コロナの状況がありまして、2022 年の第

2 回ワークショップは、統数研開催予定だったものが中止になりました。その代わりに、

Bristol 大学と統数研とのジョイントセミナーというものを、オンラインで計 6 回、2 人ま

たは 1 人ずつスピーカーを立てて、企画・開催しました。 
 これは私が中心になっている国際ワークショップなのですけれども、2022 年、まだオン

ラインでの開催でしたが、University of Bristolと、やはりMOU締結機関であるUniversity 
College London とのワークショップ時に、学生さんも含めたオンラインポスターセッショ

ンというものを開いて、若手も含めた交流というものを図る企画を行いました。大体、毎年

3 月にワークショップを行っているのですけれども、2023 年 3 月に、ハイブリッドで対面

も含めた開催が可能になりまして、Bristol の学生 3 名を含めた来訪者がありました。来年

度は Bristol 大学でワークショップを開こうと企画しています。 
 われわれは MOU 等を背景としたネットワークを形成しています。MOU というのは、統

数研対相手側という 1 対 1 の関係、あるいは場合によっては、3 者というケースもあるので

すけれども、MOU 自身は、1 対 1 の関係で結ばれることが多いです。それを越えて、ネッ

トワーク的な連携というものを、ぜひとも推進したいと考えています。例えば、ワークショ

ップなどの開催を通じて、統数研がハブ的な役割を果たすようなネットワーク形成を積極

的に行おうとしています。ここに 2 つ例がありますが、この 1 つ目の、多くの機関名がつ

いている、RIKEN-IMI-ISM-NUS-ZIB-MODAL-NHR Workshop というのは、5 機関、理

研と九大 IMI、それから、統数研、National University of Singapore、Zuse Institute Berlin
というドイツにある最適化数値計算の研究機関、MODAL-NHR という ZIB の中のセンタ

ー、多機関共同でのワークショップを毎年開催していまして、いろいろな場所でワークショ

ップを順番に行っているような活動が行われています。 
 それから、これは Bristol 大学も含めた活動ですけれども、私が中心になっているワーク

ショップですが、Bristol 大に限らず、University College London、それから、フランスに

あります EURECOM、これも元々統数研で特任教員をやっていた方が、現在、ここで研究

者をしているので、そのような方をコアにしてネットワーク的な活動として国際ワークシ

ョップを開いて、統数研が、そのハブになっていくということを構想しています。 
 もう一つは、若手研究者の育成という観点に立って、海外との共同研究においても、学生

を含めたような共同研究というものをプランニングすることを考えています。実際に、

University of Adelaide や University college London に長く共同研究をしている研究者が

います。Penn State University などとは、相手先の学生がこちらに来たり、こちらの学生

を向こうに派遣したりという形で、学生を含めた共同研究というものを推進して、論文につ

ながるような成果を上げていくという活動を行っています。 
 これは、国際的なものも含みますが、どちらかというと国内コミュニティとの連携です。

先ほどブラックホール等の話で、天文台との連携ということをお話が、私もしましたし、山
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下副所長のほうからもありました。天文のコミュニティとの連携というのは、通常の連携を

超えて、極めて密接な連携が図られています。1 つは、国立天文台が採用した助教の方を、

最初の 5 年間、統数研を勤務地として研究活動を行うというプログラムを、国立天文台と

統数研が、双方で合意の下で行っています。実際に 2 名の助教の方が、天文台のテニュアト

ラック助教であるが、統数研でも助教としてアサインされて、統数研で勤務を行っていると

いう活動を行っています。 
 特にこの天文学とのコミュニティとの共同研究においては、統数研の池田教授がコアに

なり、このような連携の国内での中心的な人物となって、天文学とデータ科学の協働が行わ

れています。これはよくご覧になる図かと思いますけれども、このブラックホール直接撮像

においては、池田教授がスパースモデリングの使用法において、本質的な貢献を行っている

と聞いています。それから、このような活動の派生的な活動としまして、先ほどご紹介した

セミナーや研究会等を活発に行っていらっしゃいます。 
 天文学以外にも、先ほどお話しした統計物理との連続セミナーや、また、国内コミュニテ

ィという点では、統計的機械学習セミナーというものを不定期に行っています。現在、ハイ

ブリッドで、このようなセミナー、あるいは、ワークショップというものを行っています。 
 特筆事項としまして、外部資金の獲得状況、それから、プレスリリース、受賞等に関して

まとめていますけれども、統計的機械学習研究センター、あるいは NOE 活動においては、

大型の外部資金の獲得が非常に多く見られます。この 2 年間ぐらいのものをまとめてあり

ますが、現在、科研費の学術領域の計画研究代表を私が務めています。これは終了しました

けれども、CREST の主たる共同研究者で、それから、これも私ですけれども、CREST の

代表者を現在行っています。また、昨年度終了していますけれども、CREST の主たる共同

研究者を日野先生が行っていました。NEDO に関しても、1 件は終了していますけれども、

1 件は今年度まで継続しているものがあり、合計 2 件、この 2 年間で活動があります。若手

の研究者の方の JST さきがけも、1 つは終了、1 名は転出してしまいましたけれども、2 件

の獲得状況があります。プレスリリースや受賞等もここに書かれていますような実績があ

ります。 
 所長のほうから最初にお話がありましたように、統計数理研究所は、今年度、改組をしま

して、統計的機械学習研究センターも、その組織変更で大きく変わることになります。その

ような改組によって、共同研究や連携のネットワークのさらなる発展を図りたいと考えて

います。 
 大きな変更点は、先ほどもご説明がありましたけれども、現在の NOE 型研究センターと

いうのは、正規の教員が全員兼務の組織ですけれども、兼務から本務、先端データサイエン

ス研究系の下のセンターとして本務所属になるということです。ただ、先ほど言いましたよ

うに NOE のセンターには、現在、教員が 19 名いまして、全員が新研究系に所属するとは

いきません。人数バランスがかなり偏ってしまいますので、現状では、研究系の中のセンタ

ーに所属する教員というのは、6～7 名の計画です。概算要求の獲得状況にもよりますけれ
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ども、このような人数が想定されています。もう一つは、先ほどご説明がありましたけれど

も、バーチャルラボと呼ばれている、こちらが、NOE 活動の拠点になるべき、外部との共

同研究の拠点になるものだと考えています。 
 このような 2 層の体制によって、今後の統計的機械学習の NOE 活動というものを発展さ

せていきたいと考えています。高等研究センターのほうは、研究系ですので、どちらかとい

うと、研究プロジェクトの推進、機械学習の特にコアな部分に関する研究プロジェクトの推

進を考えていまして、バーチャルラボのほうはより連携的な研究です。 
 コロナの状況において 1 つのいい点としては、オンラインでの共同研究、ミーティング

で、人を集めるのが非常に楽になったという点があると思います。そのようなメリットを生

かして、海外、あるいは国内の遠隔地に住んでいらっしゃる方も含めて、簡単に人が集まる

ことによって共同研究、バーチャルラボというものを運営していきたいと考えています。機

械学習のコアな部分だけではなくて、マテリアルズインフォマティクスを含めた、いろいろ

な応用分野、展開できる分野の人々を巻き込んだバーチャルラボというものを運営して、共

同研究、連携活動というものを進めていきたいと考えています。私のほうからは以上です。

ありがとうございます。 
 
【【司司会会】】ありがとうございました。ただ今の福水センター長からの説明に関して、何かコメ

ント、質問等ありましたら、よろしくお願いします。 
【【上上田田顧顧問問】】理研の上田です。 
【【司司会会】】よろしくお願いします。 
【【上上田田顧顧問問】】ご説明ありがとうございました。学術的には、非常に顕著な成果が出ていまし

て、かつ大型研究も採択されて、非常に素晴らしいと思います。一方、今後の展開として、

バーチャルラボの話がありました。先ほど IT システムというコメントもあったと思うので

すけれども、これも、釈迦に説法だと思いますけれども、最近、大規模生成モデルが注目さ

れ、サイエンスの領域にもかなり影響を及ぼしつつあるというのは事実です。科学における

大規模モデルというものを、やはりこのような NOE の中では、非常に重要なテーマではな

いのかと思います。少しその辺り、どのようなご見解なのか、恐らくこのバーチャルラボと

いうところが、そのようなところを担うのではないかと思います。 
 バーチャルラボでの展開がないと、福水先生のところで考案された、いろいろとがった学

術的な技術が、論文で止まってしまうというのが、心配されるわけです。それ自身大きな成

果なのですけれども、やはり NOE の本質として、その辺りを上位レイヤーにどのように展

開して、統合していくのかという観点では、大規模生成モデルの構築といいますか、それを

サイエンスに融合していくというインフラをどのように構築するのかについて、何か見識

があれば、お願いします。 
【【福福水水教教授授】】ありがとうございます。あまり研究の中身に関してお話をしなかったので、そ

の面の構想というのは、ご説明できていなかったのですけれども、おっしゃるように、深層
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学習をはじめとする人工知能というのは、とても発展をしてきて、基礎研究のみならず、社

会への展開というものが非常に重要になっていることは、もちろん認識しています。それに

対して、コントリビューションしたいという思いは強く持っています。 
 大規模言語モデルは、現状、統数研でやるというのは難しいと考えています。1 つは、デ

ータがないということもありますし、自然言語分野には優秀な研究者が統数研にも在籍し

ていますけれども、1 人でできるようなプロジェクトではないわけです。大規模言語モデル

に関しては、少し統数研を超えたレベルでの何らかの動きというものが必要な分野だと思

います。私が個人的にこれから進めたいと考えていますのは、もう少しサイエンティフィッ

クな分野、数値計算や、シミュレーション、微分方程式に関わるような分野です。 
 これは、統数研がデータ同化等も含めて、非常に得意な分野であります。そのような、例

えば自然現象の記述や、自然現象に限らずコンピュータグラフィックスや、工業分野など、

シミュレーションを使う分野というのは、生産技術も含めて非常にたくさんあるわけです。

そのような分野の基礎技術、人工知能的な技術を開発することによって、社会、あるいは産

業、そのような分野へのコントリビューションをしていきたいと考えています。 
 先ほど上田先生からお話があったように、そのためにバーチャルラボというのは、さまざ

まな分野、われわれが今、統数研で持っている強い分野とは異なった分野の人たちを集める

ことができると考えています。例えば、数値計算、もっといえば、大型の計算機、あるいは、

シミュレーション技術、そのようなものに明るい人たちを含めて、研究を発展させていきた

いと考えています。 
【【上上田田顧顧問問】】ありがとうございます。誤解があってはならないので補足です。私自身も、統

数研で、大規模生成モデルそのものを構築すべきという意見ではありません。現在の

ChatGPT にしても、トランスフォーマーなど、ベースに核技術があります。それにとって

代わるような核技術の創出に期待しています。後半の PDE の話でも、ご承知かと思います

けれども、Physics-informed neural networks などは、データなしにいわゆる深層学習で、

原理的には任意の偏微分方程式を解けます。ただ、まだ学習の面でプアなところがたくさん

あるので、その辺を、このようなところで開発していくと、いわゆる物理シミュレーション

と機械学習、深層学習の融合という意味での発展にも非常に貢献できるので、そのようなこ

とを意識した技術のコアをつくっていただければいいかなという意識です。決して大規模

生成モデルを構築して欲しいということではありません。ただ、創出した核技術をバーチャ

ルラボでどのように展開するのかについてはご検討お願いします。 
【【福福水水教教授授】】それは認識しています。ありがとうございます。まさにおっしゃったことは、

私もぜひやりたいことですので、いろいろなチャンネルで、またご説明する機会があるかと

思います。 
【【上上田田顧顧問問】】ありがとうございます。以上です。 
【【司司会会】】どうもありがとうございます。他、いかがでしょうか。 
【【蒲蒲地地顧顧問問】】よろしいですか。 
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【【司司会会】】蒲地先生、お願いします。 
【【蒲蒲地地顧顧問問】】2 点ありまして、1 つは、意見というか、感想のようなもので、2 番目は、質

問です。1 番目は、先ほどの山下副所長の発表の中の私の質問で、NOE だけれども、あま

りネットワーク的なことがよく見えないということを申し上げたのですが、今のご発表で、

非常によく分かりました。ネットワーク的連携で、海外の連携機関との共同ということで、

ワークショップをやられて、その後、共同で始まったテーマがあったりするということもあ

るし、国内でのコミュニティへの貢献というか、それは、もう具体的にハブとして役立って

いるということが、よく分かりました。それをもっと進めるという意味で、今後、バーチャ

ルラボがネットワークの中心になっていくと考えればいいのだなという感じでお聞きしま

した。ありがとうございました。 
 2 番目は質問なのですけれども、この社会への展開という機械学習、深層学習の社会への

展開という時に、これは、先ほどの副島先生のご質問にも関係はあるかと思います。私が関

係しているオーシャンアイズという会社は、ベンチャーでして、京都大学、滋賀大学の深層

学習のグループと、それから、海洋研究開発機構の海洋データ同化やモデルのグループが合

わさって、海の状況を再現して、それと衛星データなどを組み合わせて、水産への応用をし

ようと。水産で、いつどこに行ったら、どのような魚が取れるということを、早く言えば、

機械学習で出していこうということをやっています。その時に一番問題になるのはデータ

の量で、機械学習を行われている中で、例えば、実験系など、そのようなところでは非常に

データはよく取れます。 
 だから、それでビッグデータの解析としてなるのですけれども、水産の場合われわれがは

たと困るのは、漁業者に聞き取りをして、それをデータとしてもらうとなると、まず彼らは、

IT 関係は全く関係ないというか、まだ紙に書いて、自分で好きなように書いて、フォーマ

ットも一定していないなど、そのようなことから始まります。ですから、非常になかなか大

変で、ビッグデータにならないような解析を、実は、われわれは、やっています。あるいは、

それらの紙に書かれたものを、人がデジタルデータに起こして、それを解析するという、非

常に手間が掛かっています。そのような中で、このようなネットワーク、NOE のような活

動、あるいはバーチャルラボのような活動で何かうまくいくようなことはどのようなもの

か、質問としては、データとしては、非常に取りにくいデータを扱わなければならない時に、

何か示唆になるようなご経験など、そのようなものがありましたら、教えていただきたいな

と思います。 
【【福福水水教教授授】】ありがとうございます。大変難しい課題だと思います。われわれ機械学習の研

究者は、どちらかというと、データが集めやすい分野を中心に研究しています。ところが、

例えば、産業分野、工場などもそうですけれども、現場でデータを集めることが、それほど

たやすいことではないというのは、重々認識しています。もちろんそこに IT 的な、例えば、

画像を使うなど、そのような解決策を持ち込むというのも、1 つのアプローチではあるかと

思いますけれども、ただそれだけで解決する部分ばかりではありません。ですから、データ
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をどのように集めるかというところは、1 つ大きな課題ではあるし、もっと言うと、これか

ら将来性のある分野ではあると認識しています。これからやることが、まだあるということ

です。ネットワーク的な活動で、それが解決されるかというと、すぐにいいアイデアがある

わけではないのですけれども、いろいろな研究者、あるいは、例えば、現場をよく知ってい

る研究者など、そのような方たちとのネットワークをつないでいくというのも、1 つの重要

な活動だと思います。そのようなさまざまな観点での研究者が集められる場というものを

提供していきたいと考えています。ありがとうございました。 
【【蒲蒲地地顧顧問問】】分かりました。ありがとうございます。 
【【司司会会】】どうもありがとうございます。かなり時間がオーバーしていまして、長引いている

ので、休憩は入れたいと考えます。少し短いですが、35 分に再開ということでよろしいで

しょうか。 
それでは、3 時 35 分に再開ということで、いったん休憩させていただきます。どうもご

議論、ありがとうございました。またよろしくお願いします。 
 
（休憩５分） 
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● ももののづづくくりりデデーータタ科科学学研研究究セセンンタターー・・NOE活活動動紹紹介介・・事事業業計計画画ににつついいてて 
【【司司会会】】皆さま、お戻りになりましたか。時間となりましたので、再開させていただきます。

本日、紹介する NOE の 2 つ目に移りたいと思います。ものづくりデータ科学研究センタ

ー、ものづくりデータ科学 NOE の活動についての紹介です。説明は、センター長の吉田教

授からお願いします。資料 5 に基づきますので、そちらをご覧ください。吉田センター長、

お願いします。 
【【吉吉田田教教授授】】よろしくお願いします。センター長の吉田です。ものづくりデータ科学研究セ

ンターの活動紹介・事業計画についてお話しします。当センターは、2017 年 7 月に発足し

てから 6 年弱がたっていますが、その重点領域の一つとして、マテリアルズインフォマテ

ィクスにフォーカスして、研究活動を進めています。 
 その経緯についてご説明いたします。2015 年に JST のイノベーションハブ構築支援事業

において、わが国におけるマテリアルズインフォマティクスの学術創成のフラグシッププ

ロジェクトが立ち上がりました。このプロジェクトのリーダーが、顧問の伊藤先生ですが、

発足して、国内のいろいろな物質科学、計算科学、そしてデータ科学の研究者がここに集め

られて、そこで私と福水先生が、ここに参画したのがスタートになっています。その 2 年後

に、このセンターが発足して、現在、6 年弱がたっているという状況です。この間に、マテ

リアルズインフォマティクスの大きなムーブメントが起きて、非常に業界が盛り上がった

ということで、このような時勢の中で、社会的ニーズと、センターの人的資源、研究資源の

制約から、マテリアルズインフォマティクスを重点領域に設定しました。 
 研究体制については、私たちのセンターは、比較的小規模のセンターでして、所内教員が

7 名で、特任研究員が 10 名という体制で進めています。このセンターの体制構築における

戦略には、3 つ軸があります。1 つは、産学連携の戦略的活用ということで、多数の産学の

研究者と連携して、共創していくことを目指します。2 番目が学際性です。当センターの人

員のほとんどは、データ科学あるいは機械学習、統計数理以外の分野の、例えば、第一原理

計算や分子動力学シミュレーション、高分子の化学などを専門とする研究者が活動の中心

を担っています。もう一つは、統数研の中で生み出される、統計的機械学習などの理論や方

法論、このようなものを私たちが拾い上げて、技術移転をしていくという形で、研究活動を

進めています。この 3 つの軸について、具体的な例をもって、これからお話ししていきま

す。 
 私たちのデータ駆動型材料研究の基本的な考え方である順問題、逆問題のワークフロー

がここに示されています。例えば、物質の構造や組成が入力されて、その特性を予測します。

入力と出力のデータを集めてきて、機械学習のモデルを作ります。そのモデルの逆写像を求

めることで、所望の特性を持つ物質をどのようにつくればいいのかという逆問題を解きま

す。2017 年頃に発表したこの論文が当センターのその後の研究のコンセプト形成において

中心的な役割を担ってきました。 
 2019 年に発表したこの論文では、先ほどの順問題、逆問題を解いて、高い熱伝導率を持
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つアモルファスのポリマーを予測・発見しました。例えば、ガラス転移温度と融点という 2
つのターゲットの物性がありました。データを集めてきて、ポリマーの構造、組成を入力し

て、その 2 つの物性を予測します。そのモデルの逆問題を解いて、高いガラス転移温度、高

い融点を持つようなポリマーは何なのかという計算をします。順方向のモデルを作る過程

で、どのようなポリマーの特徴が、どのように特性に効いてくるかというのを学習させて、

その逆問題を解くことで、どのような構造をどのように組み合わせれば、ガラス転移温度、

融点が高くなるのかということになります。この論文は、私たちのセンターの中でも引用数

の多い論文の一つでして、『Springer Nature』のトップ 1％の論文にランキングされていま

す。 
 コンセプトは非常にシンプルで、順問題、逆問題を解くというのは、材料に限らず、広い

分野で、データ科学は、昔からやってきたことです。そのようなものをマテリアルの分野に、

どんどん実装して、実践を重ねていくことで、このような研究成果を、6 年ぐらいで出して

きました。また、それらを実装したソフトウエアをつくり、あとは、この後お話しするデー

タベースをつくろうという取り組みが、私たちのセンターの活動のコアとなっています。 
 また、実践・実証に関しましては、センター発足当時は、まだ MI で何ができるのかとい

うのが分からない状況でして、一つ一つ新しい分野を開拓していきながら、実際に機械学習

で予測した様々な物質を合成してきました。 
 例えば高分子の材料では、最近、極めて高い熱伝導率を有する高分子液晶を発見しました。

また、準結晶・近似結晶という物質が大量に機械学習によって発見されています。その他に

も、いろいろなコラボレーションの中で、いろいろな材料系を対象に実証研究を推進してい

ます。 
 コンセプトは非常にシンプルですが、マテリアルズインフォマティクスの場合は、データ

資源の不足という大きな問題を乗り越えなければなりません。ここに、今、現時点で存在す

る高分子物性のデータベースの一覧が記されていますが、データ量は、機械学習やデータ科

学の他の応用分野からすると、非常に少ないです。オープンデータの不足という問題は、技

術的な要因だけでなく、データ共有に関する文化的な問題も関わっているため、短中期的に

は解決が難しいことが予想されます。また、材料の研究の 1 つの特徴としては、革新的な材

料を見つけたいわけですが、当然ながら、革新的な材料の周辺には、まだデータがありませ

ん。一方で、データ科学の予測というのは、基本的には内挿的であり、データが全くないよ

うな未踏領域の新物質、新材料を予測できません。すなわち、マテリアルズインフォマティ

クスの多くの本質的な問題は、データがないということに帰着します。 
 この現状を何とか突破したいと考えてきたわけですが、私たちのセンターでは、データ駆

動型材料研究の将来像を定めて、それに向かって活動を進めています。今後、オープン領域

において、シミュレーションをベースとした基礎物性や、物質の構造のデータベースが大量

にできてくるでしょう。もう一つは、大学や大型実験施設等々から生成されるデータを収集

した、中規模程度の実験データベースができていくことが予想されます。一方で、クローズ
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ドな領域では、例えば 1 企業や大学の研究室などは、データが全然ないわけです。したがっ

て、このようなオープン領域におけるビッグデータと、クローズド領域における非常にスモ

ールなデータをうまく接続するようなデータ科学の方法論と、あとは、このデータベース、

シミュレーションの大規模データベースを私たちのほうでつくろうと考えに至りました。 
 そこで、2020 年度後半ぐらいに、私たちのセンターの林慶浩助教が、全原子の古典分子

動力学計算を全自動化、いわゆる MD シミュレーションと呼ばれるものを全自動化する、

RadonPy というソフトウエアを開発しました。RadonPy は、ポリマーの組成や構造情報、

また、実験、計算条件を入力すると、MD 計算の非常に煩雑なプロセスを全自動化して、い

ろいろな物性を網羅的に計算してくれます。2022年にRadonPyの論文を発表しましたが、

いろいろな反響がありました。例えば、Nature Publishing Group の online attention スコ

アで、同時期に出版された論文の、今、トップ、3％にランクインしているという状況です。

今後、この分野のデファクトスタンダードのソフトウエアになっていくということを期待

しています。 
 このような計算機の中の高分子物性の実験を全自動化することに成功しました。あとも

う一つは、私たちのような小さな研究グループでは、リソース的な制約により、大規模且つ

包括的なデータベースを構築することは難しいという問題があります。そこで、単独ででき

ないのであれば、いろいろな人を巻き込もうということで、2021 年に産学連携コンソーシ

アムを形成しました。今は統数研と 3 大学、24 企業、138 名の参画者がいますが、このよ

うな方々を巻き込んで、RadonPy のソフトウエアの開発とデータベースの共同開発を推進

しています。 
 また、この事業は、今、富岳成果創出加速プログラムという国プロに採択されていまして、

富岳の大量の計算資源を割り当てられて、富岳をフル稼働して、データのプロダクションを

行っています。 
 最終的には、10 の 5 乗や 10 の 7 乗のポリマーが包含する、世界最大級の計算物性のデ

ータベースを創出することを目指しています。 
 今、粛々とこのプロジェクトを進めておりまして、現時点で約 5 万ポリマーの計算が完

了しています。その結果、このような複数の高分子物性の同時分布などが見えてきたり、物

性間のトレードオフの関係が形成するパレートフロントが鮮明に見えてきました。実験だ

けでは、このような物性分布の全体像を観測するのは難しいですが、計算の世界では、高分

子物性の世界地図のようなものを作成することがきます。 
 また、RadonPy データベースの主な用途としては、機械学習に活用するデータ資源を考

えています。例えば、転移学習やマルチフィディリティ学習のデータリソースへの活用が感

がられます。例えば、RadonPy で、5 万ポリマーぐらいの、このような 17 種類の物性がデ

ータを生成しましたが、これを転移学習におけるソースタスクのデータとして活用して、限

られた少数の実験データでファインチューニングしたり、転移を行ったりして、実際のリア

ルワールドの問題を解いていていきます。 



93第４回 統計数理研究所 NOE形成事業 顧問会議 報告集

ものづくりデータ科学研究センター NOE活動紹介・事業計画：議事録

Data Science Center for Creative Design and Manufacturing

第４回 統計数理研究所 NOE 形成事業顧問会議 議事録（案） 

 34 / 59 
 

 これはいわゆる Sim2Real や Sinthetic-to-Real という設定の転移学習になります。当セ

ンターでは、このような技術を使って、これまでに様々な材料研究を展開してきました。 
 あともう一つ重要なのは、計算機実験のデータベースは不完全であるということです。

MD 計算は、計算条件やパラメータに依存するので、それらをどのように適切に設定するの

か。適切な条件を設定したとしても、やはり現実系との間に、このようなバイアスやばらつ

きが出てきます。横軸は実験値で、縦軸は MD の計算値です。このように幾つかの物性に

ついては、どうしてもこのように不整合性が生じてしまいます。その間を機械学習で埋める

ことで、このようにバイアスやバリアンスをうまく低減していくことが重要になってきま

す。 
 次に、Sim2Real 転移のべき乗則についてお話しいたします。シミュレーションデータを、

これからどんどん大きくしていくわけですが、シミュレーションデータを用いてプレトレ

ーニングしたモデルを現実系にファインチューニングしたモデルの汎化性能は、このよう

なべき乗則に従うことが知られています。シミュレーションデータのサイズを増やしてい

くと、実験物性に対する予測性能が、このように改善していきます。このようにべき乗則の

パターンを実験的に観測しながら、どのようにデータを作ればいいのか、そのようなデータ

ベース設計の指針を得るのに活用していきます。Sim2Real 転移のべき乗則は福水先生らに

よって発見されたものですが、そのアイデアを我々のプロジェクトに技術的に移転したと

いうことになります。 
 また、このように高分子の合成や物性測定が計算機の中で全自動化されると、それと機械

学習を接続して、コンピュータの中でバーチャルな物質探索を行うことができます。例えば、

機械学習を使って、あるターゲット物性を対象に、生成 AI などを使って、仮想分子を大量

に生成していきます。これを全部、実験で物性を測定するのは難しいので、実験計画等を使

って、うまく絞り込んであげます。その絞り込んだ仮想物質の物性を、第一原理計算や

RadonPy の MD 計算を使って測定します。ただ、これは計算なので、機械学習を使って実

験データにキャリブレーションしてあげます。さらに、新しく生成されたデータを使って機

械学習の予測性能を改善します。このループを全自動化するシステムを開発しています。ち

なみに、このシステムには、私たちのセンターの共同研究者、センターの教員、スタッフの

人たちの様々な研究成果が含まれています。 
 このようなシステムができると、コンピュータの中で、いろいろな物質を自由自在に設計

できるようになります。 
 例えば、これは比熱と屈折率を対象にした高分子の設計を表した事例です。データが全く

ない状況でも適当にターゲット物性の範囲を設定すれば、ここに存在する高分子をコンピ

ュータの中で自動生成します。次に実際の応用例を紹介します。光学材料の高分子のアッベ

数と屈折率を向上させることが目標となりますが、これらの物性の間にはトレードオフの

関係が存在するため、このあたりにパレートフロントがあることが経験的に分かっていま

す。これを突破するような分子を、どんどんコンピュータの中で生成して、それを合成に回



94 第４回 統計数理研究所 NOE形成事業 顧問会議 報告集

ものづくりデータ科学研究センター NOE活動紹介・事業計画：議事録

Data Science Center for Creative Design and Manufacturing

第４回 統計数理研究所 NOE 形成事業顧問会議 議事録（案） 

 35 / 59 
 

していくという、そのようなスキームが完成しています。 
 あとは、RadonPy の計算機実験の多機能化・高度化をどんどん進めていけば、もっとい

ろいろなことができるようになっていきます。ただ、なかなか私たちのような 1 研究グル

ープでこれを実現するのは大変なので、自分たち単独でできないのであれば、コンソーシア

ムの力を借りて、みんなでオープンソースの開発をやっていこうということになります。最

終的には、ここに書いてある全ての高分子物性の全自動計算を RadonPy に実装します。こ

の緑のところが、今実装しているところで、次のリリースで、この青の部分、最終的には、

このグレーの部分を含めた全部の物性をコンプリートします。コンソーシアムには、産学の

多彩な高度専門人材が参画しています。そのような方々が、今、RadonPy のアルゴリズム

開発やソフトウエア開発を推進しています。このような活動を今後何年も積み重ねていき

ながら、世界標準のソフトウエアを完成させます。 
 こちらのスライドはセンターの大型競争的外部資金の獲得状況や産学連携の概要をまと

めたものです。重要な点は、2015 年にイノベーションハブ構築支援事業がスタートして、

そこから年々プロジェクトが増加していっているということと、産学連携につきましては、

三菱ケミカル株式会社、JSR 株式会社との共同研究部門を設立して、研究所の中に、バー

チャルなラボを形成して、共同研究を推進しているということです。また、企業との共同研

究の件数も、年々増加していて、計算すると、約 6 年半で累計 75 件に達しています。これ

に合わせて RadonPy のコンソーシアムに 3 大学 24 企業、138 名が参画しています。 
 ここでお伝えした点が 2 つあります。まずは、センターの設立時からパートナーシップ

をずっと継続している企業がほとんどであるということが、センターの取り組みの成功の

証の一つであるということです。もう一つは、なぜこのようにたくさんの人が当センターの

パートナーシップに加わっていただけるかと点についての私なりの分析ですが、現在のマ

テリアルズインフォマティクスのプロジェクトは、基本的には、材料の研究拠点が、世界的

にも、日本においても中心になっています。一方で、当センターはデータ科学の研究拠点で

ありながら、独自の材料データベースを持っています。そこに最先端の材料分野の研究者が

合流していくという、非常にユニークな拠点が形成されています。これがもう 1 つの成功

の理由であると思っています。 
 それから、当センターは産学連携に大きな特色があります。企業との共同研究では特定課

題だけではなくて、オープンサイエンスでの協働プロジェクトをスピンアウトさせていま

す。実際、RadonPy のデータベースのコンソーシアムはスピンアウト企画の典型例です。

長年の間の多数の企業との協業を通じて信頼関係を構築してきたからこそ、たったの 2 年

でこのような大きな取り組みを実現できたのだと思います。 
 それから、バーチャルラボという話がありましたが、今、現時点においても、それに資す

るような取り組み、活動をやっています。統計数理研究所のものづくりデータ科学研究セン

ターには様々な計算技術や研究リソースがあります。 
 そこに共同研究部門などがあるわけですが、私たち、単独では、できることは限られてい
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るので、外部の人たちを、1 つのラボのような形で取り込んでいこうと考えています。昨今

のサイエンスは、複合化が進んでいて、1 研究グループでできることというのは、非常に限

られてくるし、今後も、そのような傾向は、どんどん進んでいくでしょう。 
 私たちの考え方は非常にシンプルで、私たちの普段の研究活動を外に開放して、一緒にみ

んなで何か勉強したり、セミナーをしたり、そのような非常に緩い連携を創り出すことを心

掛けています。そうすると、このような 100 名、200 名規模の仮想的なラボを非常に簡単に

つくることができます。そうすると、単独のグループではできないような未踏領域を切り開

くチャンスが生まれるという、そのような感じです。実際に、このような活動を 6 年間いろ

いろとやってきたことで、日常的な議論の中からスピンアウトさせた面白い取り組みがで

きていると思っています。 
 最後に、今後の目標について説明いたします、短期的な目標につきましては、これまでや

ってきたことを粛々と続けていくだけです。RadonPy のオープンデータベース開発につい

ては、2 年以内にコンソーシアムの連名で論文発表をして、データベースを公開します。産

学連携によるオープンデータベースの共同開発という、新しいモデルをデモンストレーシ

ョンします。また、特定の物質、革新的な特性を持った物質を、ターゲットにしたデータベ

ース作成であったり、新材料創生をさらに加速していきたいです。 
 長期的な目標としましては、このような基本的には、データ駆動型研究というのは、本質

的にはデータを持つものが勝つという資本のゲームです。そのような時代の流れを見なが

ら、私たちも、ビッグデータホルダーになろうということで、このような取り組みを始めた

わけですが、そのような超巨大なデータと機械学習を組み合わせることで、データ駆動型研

究に民主化を起こしていきたいと、次のステージでは考えています。 
 今はデータ駆動型研究の第 1 フェーズです。現時点で、データに基づき予測をしたり、意

思決定をしたりしている人たちは、材料研究者の中のトップ 1％にすぎません。ただ、この

人たちだけでデータ駆動型研究をやっていても、あまり大きなイノベーションは起きない

と予想しています。最終的には、材料研究の中心プレーヤーであるこの層にどのようにアプ

ローチしていくかということが、重要になってきます。しかしながら、この層の人たちに、

自らデータを取得し、Python でコードを書いて、データ解析をしろというのは無理です。

ですから、そのような人たちが何らかの形で、ビッグデータに基づく予測や意思決定ができ

るような、そのようなことをどのようにしたら実現できるのかということを、このセンター

の次のフェーズで考えていきたいです。以上となります。どうもありがとうございました。 
 
【【司司会会】】どうもありがとうございました。ただ今の報告におけるコメント、質問等があった

ら、お願いします。伊藤先生、お願いします。 
【【伊伊藤藤顧顧問問】】伊藤です。大変素晴らしい成果が上がっているので、非常に感銘を受けたとこ

ろですけれども、このような話は、材料科学なので、最後は、フィジカルの世界、実際の材

料につながらなければならないと思います。そこに関しては、吉田先生のご説明にもありま
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したように、統数研で行うよりも、むしろ、パートナーのほうにやっていただくという考え

方だと思うのですけれども、この考え方は非常によろしいと思います。ただ、その時に、そ

のパートナーがやったことを、どのようにセンター側にうまくフィードバックをかけてい

ただくか。というのは、新しい人たちに、この分野に参加してもらうためには、このような

やり方によって、どのような事例ができたのかという、事例がないと、なかなか参入してこ

ないと感じています。そのような事例をセンターとして示すためにも、ぜひパートナーにや

っていただいたもののうち、もちろん公開できないものはいいのですけれども、うまく戻せ

るものは、戻していただくような仕組みを、ぜひお考えいただければと思いました。それが

1 点です。 
 それから、あと 2 点。既にたくさんの事業と連携しているので、これ以上、連携しろとい

うのは、やや酷かもしれないのですけれども、今、文部科学省のほうでは、マテリアル DX
のようなプロジェクトも動いていて、研究 DX を進めましょうという結構大きな事業が幾

つか動いています。 
 そこに直接参画していただかなくて結構なのですけれども、そことうまく連携を取って

いただいて、ぜひこのような統数研の仕事が、他のマテリアル DX のプロジェクトでも使っ

ていただけるように、ご検討いただければと思います。 
 最後の点は、質問なのですけれども、このような事業は、NIMS に私がいた時も非常に思

ったのですが、これは継続が、なかなか大変で、例えば、今、富岳を使って高分子物性デー

タベースをおつくりになられています。COI-NEXT は金沢大学拠点の事業だと思うのです

けれども、COI-NEXT に採択されているので、10 年ぐらいこのようなことを進めることが

できるとは思います。けれども、やはり自立的にデータがうまく集まってくるような仕組み

を作る必要があると思います。この辺に関して、今の時点で、吉田先生は、何かお考えにな

っておられるでしょうか。 
【【吉吉田田教教授授】】どうもありがとうございます。いろいろとあるのですけれども、まず持続性と

いうところに関してです。持続性は、非常に重要な問題で、データベース開発は富岳成果創

出加速プログラムにより、今、支援されていますけれども、この事業が、あと 3 年で終了に

なります。いまは後継の同じようなプログラムが始まることを見越して、いろいろな活動を

展開しています。それから、コンソーシアムは、今、無料でやっていますが、富岳成果創出

加速プログラムが終了する 3 年後は、場合によっては、有料化への移行もあり得ると思い

ます。 
 また、研究所として、このような活動を支援していただけるチャンスもあるのかなと思っ

ています。それから、国全体のデータソースへの動きとの接続なのですけれども、まず私た

ちは、RadonPy のデータベースを国内の唯一の高分子物性のデータベース、これは世界的

にも唯一ですが、この実験データベースである PoLyInfo とうまく接続したいと考えていま

す。 
【【伊伊藤藤顧顧問問】】これだけいい仕事が進んでいるので、ぜひ継続してやっていただく、少なくと
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も 10 年スパンで維持できる仕組みを作っていただきたいです。NIMS の材料データベース

MatNavi も、当初は 3 年間のプロジェクトで、データベースをつくるという事業でした。

3 年間でつくって、その後、ずっとそれを維持するのでは、データベースとしては意味がな

いですよね。 
【【吉吉田田教教授授】】そうですね。 
【【伊伊藤藤顧顧問問】】そこは、吉田先生がよくご存じのとおりなので、そこをうまくやっていく。計

算資源という意味で、今富岳が必要ならば、もちろん富岳を使っていけるといいと思います

し、少し古い話になりますけれども、SETI@home のような BOINC、ネット上で分散して

やるボランタリコンピューティングのようなやり方もないことはないというので、いろい

ろなやり方があると思います。そこら辺をぜひご検討いただければと思いました。また、も

う一つ大事なのは、研究所としてデータベースシステムを 10 年スパンで維持していただく

ということが、とても大事だと思います。ぜひよろしくお願いします。大変面白かったです。

ありがとうございました。 
【【吉吉田田教教授授】】ありがとうございます。 
【【司司会会】】ありがとうございます。他、質問やコメントはいかがでしょうか。 
時間も迫っていますので、次のプログラムに行かせていただければ、ありがたいです。次

は、所内のスーパーコンピュータについて上野統計科学技術センター長から説明させてい

ただきたいと思います。上野先生、よろしくお願いします。 
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● 統統計計数数理理研研究究所所ののススーーパパーーココンンピピュューータタににつついいてて 
【【上上野野教教授授】】統計科学技術センターの上野です。オンサイトの NOE の会議では、通常、地

下の見学というものがありましたので、それに代わるイベントとしての説明かと思います。  
 まず、スパコンの定義という話から始めたいと思います。この横軸が時間で、1990 年か

ら 2020 年で、本日というところに縦線が入っていまして、縦軸は、1 秒間の演算回数、

FLOPS になっています。ここに青く影を書きましたけれども、これを私は天上界と呼ぶこ

とがあります。この各年で、青いエリアに入ったコンピュータはスーパーコンピュータであ

るということが、会計上の政府調達のルールで決められています。年々、どんどんバーが高

くなっています。それが分かります。皆さんご存じのようなスーパーコンピュータ、京、富

岳などは、この辺りに入ります。京は、2011 年あたりから 5 年間か、もうしばらくの運用

をして、今、富岳がスタートしています。その上に、さらにアメリカの Frontier というと

ころが、今、世界のスパコン性能ランキング「Top500」のトップにいます。 
 統数研のスパコンですけれども、このような形であります。この矢印は、何年間運用した

かというのですけれども、1995 年から、たいてい 5 年ぐらいのスパンで運用していて、こ

れを見ると、大体、スパコンに入るぎりぎりのところに矢印が引かれています。色が付いて

くるのが、2015 年あたりからで、黒と赤と青がありまして、黒は統計科学スーパーコンピ

ュータと呼ばれるもの、赤はデータ同化スーパーコンピュータで、青は、共用クラウド計算

システムと呼んでいるものです。現在、本日というところですけれども、そこでは、今、黒

が終わろうとしているところと、赤が始まるところで、青がちょうど中間地点のようなとこ

ろになっています。ですから、現在は、3 台の計算機を運用しているところになります。 
 見学の時ですけれども、どのくらいの規模かというのを説明する時に、これは、今、Zoom
で話している、私のノートパソコンなのですけれども、それとの比較で話を進めています。

パソコンの台数を数える時に、通常は、1 台、2 台と数えますけれども、スーパーコンピュ

ータの場合には、1 ノード、2 ノードと数えます。ですから、私の今話している Think Pad
は、Think Pad、1 ノードといってもおかしくないものと考えてください。1 台、つまり 1
ノード当たりどのようなスペックですかという時に、いろいろ要素はあるのですけれども、

私は、メモリとコア数のみ着目しています。CPU やインターコネクトなど、そのようなこ

とは言わないで、メモリとコアだけを話しています。メモリは、どのようなものかというと、

敷地面積に当たるものです。コア数というのは何かというと、テニスコートを何面取れるか、

そのような例えとして説明をしています。他の説明の仕方で、メモリは、まな板の大きさで

あったり、コア数は板前の人数であったり、そのような説明もあります。私の Think Pad
は 16 GB で 2 コアですから、テニスコートが 2 面取れます。だから、2 試合同時に実施す

ることができることになります。以降での 16 GB の大きさです。これは、土地面積を、こ

れからスパコンと比べるわけですけれども、この豆粒のサイズになっているということで

書いています。これが私のノートパソコンの話です。 
 1 つ目のスパコンですけれども、統計科学スーパーコンピュータシステムです。2018 年
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9 月から運用しているものです。これは緑で、画面は、ほとんどたくさん塗りつぶしていま

すが、この中には枠が 384 ありますから、384 台、384 ノードになります。1 ノードの中を

見てみると、36 個テニスコートが取れます。だから、36 コアになっています。一つ一つの

ノードのサイズ、一軒一軒の土地の面積は、384 GB となっています。下のほうに、参考、

PC、16 GB とありますから、この PC に比べて、金持ちの世帯が 384 世帯あります。それ

ぞれの世帯の中にテニスコートが 36 個あります。そのようなものが固まったものが、統計

科学スーパーコンピュータシステムになります。これは、詳しいので飛ばします。 
 2 つ目です。共用クラウド計算システムです。これは、全 64 ノードになりますから、64
台になります。 
 先ほどの緑から黄色になった点は、1 ノード当たりの土地面積が広くなったことです。こ

のメモリは、1TB になります。1 TB で 64 コアですから、64 試合が同時にできます。これ

は、2 台目の計算機として運用しているものです。これを 2021 年の 4 月からです。これは、

また詳しいので飛ばしまして、こちらは、AMD です。 
 3 つ目ですが、3 つ目は、この 4 月、先月から運用を始めたもので、データ同化スーパー

コンピュータシステムになります。これは、全 2 ノードですから、2 世帯しかないのですが、

それぞれの世帯が大金持ちです。私は大富豪と言っていますが、大富豪が 2 世帯あると、そ

のようなものになります。持っている土地は、48 TB で、これは、非常に大きいです。中に

896 コアですから、896 個のテニスコートが、それぞれの家にあると、そのようなものにな

ります。 
 これは飛ばして、大体、この後に計算機室に入るのですけれども、計算機室の配置図とい

うことで、これは上から見て、図を書いています。この黄色の共用クラウド計算システムは、

緑の統計科学スーパーコンピュータシステムとして、薄い赤のデータ同化スーパーコンピ

ュータシステムが、地下の計算機室に 3 つあります。これを順番にご覧いただくというこ

とになっています。 
 最近のことなので、写真がありますが、データ同化スパコンの導入風景というところをご

覧いただいています。これは、まず左のほうですけれども、地下計算機室に部材が到着した

という写真があります。青いシートが敷いてあって、そこに計算ノードがずらずらと並んで

いるところです。そして、真ん中の下ですけれども、それから時間を置いて、アメリカから

遅れてラックが到着しました。そして、そのラックは、地下計算機室に運ぶ必要があるので

すけれども、クレーンで外側から下ろして、地下へ引き込むという手段で入れました。 
 このような形でスパコンの話をしたのですが、日本全国には、大学などが運営しているス

ーパーコンピュータが幾つもありますので、比較も交えながら、その紹介を少ししたいと思

います。これは共用スーパーコンピュータ HPCI、革新的ハイパフォーマンス・コンピュー

ティング・インフラです。2012 年からとありますが、これは文部科学省が中心になって進

めている事業になります。始めた頃は、京コンピュータですけれども、現在は、富岳を中心

としたものになっています。中央に日本の地図がありまして、その日本の地図に幾つか各大
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学の計算機センターがいろいろと示してあり、見えると思います。この地図の背景に理研富

岳と、大きな紫色のものがありますが、これが富岳を表しています。この大きな四角という

のは、富岳が持っている全ノード、16 万ノードあるのですが、その 16 万ノードを全部まと

めると、このようなサイズになるというものになります。 
 その周りに、上から、北大、東北大、筑波大、東大、東工大 TSUBAME で、右の下は、

JAMSTEC の地球シミュレータです。その左側に、名大の不老、京大。左側は、阪大の SQUID、

OCTOPUS、左の上には、九大の ITO システムの A、B というものがあります。統数研デ

ータ同化というのが赤くありますけれども、これは、今年度の 10 月から HPCI に提供をす

る予定にしているシステム、これで 1 ノードになります。この各種、色が緑や紫や水色や赤

があるのですが、これは何を示しているかというと、1 ノード当たりのメモリの大きさです。

ですから、各世帯が持っている土地の広さになるわけです。 
 そうなると、各世帯でどのくらい土地を持っているかというのを表にしたくなりました

ので、作ってみたのが、この図です。これを見ますと、左の上に、16GB、理研、京、黒い

四角がありますが、それは、私が持っている Think Pad と同じサイズの 1 台のメモリはそ

のくらいになります。それから、1 つ増やしますと、32 GB です。これが、理研の富岳です。

富岳は、先ほど巨大でしたけれども、16 万ノードを集めると、あれだけ巨大なシステムに

なるということが分かります。それから、48、96 といろいろと進めていきまして、統計科

学スーパーコンピュータは緑でしたから、それはこの色で言うと緑の 384 GB に当たって

います。 
 それから右側に行きまして、統数研の共用クラウド計算システムは、メモリが 1 TB で、

このくらいのサイズになっています。最後、3 つ目の最新のシステムとして紹介したのが、

データ同化スーパーコンピュータシステムで、これは、48TB で 1 ノードのシステムになっ

ているものです。 
 1 ノード当たりのメモリが多いのはなぜかという説明をしたいと思います。これで、新し

いアイデアを基にした計算過程を入れます。新しい研究を始めました。新しいアイデアで、

簡単なプログラムを作って、実験をしてみましょう。プログラムで、このくらいのメモリが

必要とあります。このくらいのサイズでしたら、手持ちの PC であったり、あるいはスパコ

ンでもちろん動くわけです。ですが、次に、実際の問題として、この黒い大きな四角を動か

さなければなりません。そのような場合、この緑の PC のサイズでは、とても入らないわけ

です。この大きさのものをここに入れるというのは無理ですけれども、土地があれば、そこ

に入れる実験ができます。これでいいことは、この大きなものがそのまま入るので、この段

階で、プログラムを実行することができて、緊急課題であっても、結構速く出すことができ

ます。そのようなメリットがあります。 
 一方、この分散メモリ型です。これは、一軒一軒の土地面積が小さいものをたくさん集め

て、場所をつくっている場合には、仕切りがありますから、この大きなものは、そのまま入

れることができません。ですから、その場合には、このプログラムを並列化という作業をし
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て、時間がかかる手作業ではあります。この黒くて大きいけれども、処理を分割して、プロ

グラムに書き直します。指示行を入れたり、プログラムに手を加えたりすることで、ここで

分散メモリ型のスパコンでも結果がでます。ここで得られるので、この 2 段目から 3 段目

までのステップをスキップして、結果が出せるという意味で、メモリが大きいと便利である

ということです。 
 メモリが大きいことの利点というのは、利用報告書などで、このように報告がありまして、

赤い文字だけ読み上げますけれども、そもそもメモリが大きくないと、計算ができません。

2 つ目は、メモリが大きくないと、計算が遅いです。3 つ目が、メモリが大きいと、将来的

に並列化をする場合でも、その並列化の作業自体もはかどるということが利用報告書など

で報告が上がっています。 
 まとめですが、統数研の統計科学技術センターでは、大型の計算機、3 式運用しています。

1 つ目が、統計科学スーパーコンピュータシステム、2 つ目が、共有クラウド計算システム、

3 つ目が、データ同化スーパーコンピュータシステムになります。方針としては、使いやす

さ、主に、並列化の手もなるべくかけたくないという使いやすさを重視して、メモリが大き

い構成としています。説明は以上となります。 
 
【【司司会会】】ありがとうございました。NOE 形成事業そのものではないのですが、それを支援

するスパコンについての説明でした。 
少し時間が押していますので、次の統計エキスパート人材育成プロジェクトの解説の後

に、まとめてご質問やご指摘を頂きたいと思います。次に、千野先生の発表をすぐにつなげ

ていただければ、ありがたいです。よろしくお願いします。 
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● 統統計計エエキキススパパーートト人人材材育育成成ププロロジジェェククトトににつついいてて

【【千千野野特特任任教教授授】】大学統計教員育成センター長の千野です。よろしくお願いします。それで

は、統計エキスパート人材育成プロジェクトについて説明します。このプロジェクトは文科

省の公募事業で、統数研が受託することができました。 
 そのプロジェクトを実施するために、昨年 1月、統数研に新たな研究施設として、大学統
計教員育成センターを設置しました。特任教員が 10名以上いる組織になります。プロジェ
クトの経緯なのですが、2015年 6月の閣議決定での重点的課題というところに強烈な問題
意識が示されました。それは何かというと、統計科学を専攻する人材が極めて少なく、危機

的な状況にあるということです。これが政府の閣議決定です。 
 その後、2019年、AI戦略 2019です。ここでデータサイエンス AI の人材育成というこ
とが掲げられて、この前後、2017年の滋賀大学データサイエンス学部以降、毎年、データ
サイエンス系学部、あるいは学科を新設する大学が現れまして、特に最近、加速化していま

す。 
 ここで顕在化した問題が、大学の統計教員、統計をきちんと教えられる教員の不足という

ことでした。そのようなことを受けまして、2020年の骨太方針、それから、科学技術基本
計画、いずれも閣議決定ですが、ここにおいて、統計学の専門教員の早期育成体制を整備す

るということが記載されました。これを受けて、文科省で予算要求をして、2021年公募事
業となったということです。 
 このプロジェクト開始後も、2022年、昨年の最近の閣議決定の中でも、政府としての記
述で、今後の取り組み方針として、このプロジェクトを継続的かつ着実に実施しますと、【文】

と書いてありますので文科省が書いた文言ですが、このように位置付けられています。 
 プロジェクトの内容ですが、これが骨格です。中核機関が統数研、参画機関が全国の大学

等です。ここでコンソーシアムをつくりまして、この中で人材を育成します。どのように行

うかというと、中核機関、統数研が 2 年間の大学統計教員を育成する研修を 3 期にわたっ
て実施します。コンソーシアムの参画機関の大学等は、ここにいろいろな分野の若手研究者

を参加させます。2年間たつと、大学統計教員としての能力を持つことになります。この方
と共に、所属の大学では、統計エキスパートを育成する仕組みを作っていただいて、所属の

大学院生、これも諸科学分野の修士学生なのですが、そのような方々をいろいろな分野で活

躍できる統計エキスパートに育成するということです。統数研が教員を育成し、育成された

各大学の教員が統計エキスパートを育成するという 2 段階の仕組みになっていまして、こ
のサイクルがうまく回りだせば、人材育成の好循環システムが構築されるだろうというこ

とを目指しています。 
コンソーシアムですが、中核機関は、統数研、それから、参画機関は、現在、29 の大学
になっています。北は北海道大学から、南は九州、長崎大学まで、このような大学が参加し

ています。なお、2年前の創設時には、これが 21機関でしたので、2年間で 29機関に拡大
したということで、われわれは、このプロジェクトに対するニーズの強さを感じています。 
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 少し細かい話ですが、このスキームとしまして、研修期間の研修生の業務を代替する教員

を雇用できるような委託費を参画機関には配分しています。それから、片道だけ、研修生を

送りだすだけ、育成された教員を受け入れるだけという大学の参加も認めています。 
 昨年度、自己点検を実施しました。これに当たっては、第三者的なアドバイザリーボード

の助言をいただいて、また、全ての参画機関、それから、育成対象者にアンケート調査を実

施しました。そのアンケート調査の結果、いずれも高評価を頂きました。ちなみに、参画機

関で高く評価していただいたのは、25 機関中� 13 機関、52％です。それほど多くないよう
なのですが、まだ第� 1 期が終わっただけですので、研修に参加していない参画機関のほう

が多いです。そのようなところは、評価保留ということにしていましたので、研修に参加し

た機関に限ると、9 機関中、8 機関が、当初の期待を超える活動であると高く評価していま

す。この自己点検結果報告書は、紙の報告書としてもまとめたのですが、ホームページで公

開しています。 
 これが、研修のスケジュールなのですが、3 期ありまして、第� 1 期は、21 年の� 10 月開始

で、今年の� 9 月に終了になります。第� 2 期が、今年の� 4 月に始まったところで� 2 年間、第

3 期は、来年� 4 月に開始して� 2 年間ということになっています。この初期の段階に自己点検

を行って、5 年間の真ん中のところで文科省の中間評価があります。今年度は、中間評価の

年になっています。 
 研修の考え方なのですが、われわれが育成するのは統計学者ではなくて、いろいろな専門

分野の若手研究者を、統計も教えられる教員に育成するということで、専門分野を尊重しよ

うという考え方で研修を実施しています。具体的には、4 科目の講義を可能にするというこ

とで、基本的な統計学、発展的な統計学、専門分野と融合した講義� 2 科目という考え方にな�

っています。 
 これは、具体的なカリキュラムですが、必須科目と選択科目となっていまして、必須科目

のほうは、統計学の基礎知識の履修、それから、教育力の育成、研究力の強化という形にな�

っています。実際の研修ですが、模擬講義という形で行っていまして、研修生が教師役にな�

って、1 コマ講義をします。他の研修生が学生役になって、いろいろと質問するという講義

体験の繰り返しという中で、統計の基礎知識、教育力を付けるようにしています。選択科目

は、ご覧のようなものになっています。 
 これが、今年� 9 月に終了する� 1 期生なのですが、12 名です。第� 1 期は、メンター6 名体

制で実施しました。専門分野ですが、このように、情報学、保健学、薬学等いろいろな分野

にわたっています。第� 2 期は、今年� 4 月開始ですが、研修生� 13 名で、第� 1 期、第� 2 期、重

なる時期もありますので、メンターを� 2 名増加させまして、8 名体制で研修を行っていま

す。専門分野はやはりいろいろな分野、医学、それから、経済学や、初めて文学という方も

いらっしゃいますが、このような幅広い分野になっています。 
あとは活動概要、実際、昨年度どのような活動をしたかということですが、年� 1 回、コン

ソーシアムの総会を行っています。それから、8 月にワークショップを行って、10 月から� 2
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月、自己点検を実施しました。研修のほうは、第 1 期研修が実施中で、併せて第 2 期研修の

選考を行いました。このような形で進めています。ご参考までに、21 年度、これは初年度

のスケジュール、それから、22 年度以降のスケジュールという形になっています。私から

の説明は以上です。 
 
【【司司会会】】千野先生、ありがとうございました。先ほどのスーパーコンピュータに関するもの

と、このエキスパート人材育成プログラムに関する発表で、顧問の先生方、何かコメント、

ご質問がありましたら、よろしくお願いします。 
【【蒲蒲地地顧顧問問】】よろしいですか。 
【【司司会会】】蒲地先生、よろしくお願いします。 
【【蒲蒲地地顧顧問問】】上野さんの発表を聞いて、見学会の代わりということで、申し訳ないのですが、

データ同化用のスパコンということで、非常に大きなメモリを持った汎用（はんよう）機と

いうより、専用機のようなのを導入されて、非常にうらやましい限りです。データ同化研究

をやっているところは、例えば私が以前働いていた気象研究所でも本当は、そのようなもの

があったら、非常に楽だろうなという気持ちがあって、うらやましいなと思いながら聞いて

いました。 
 質問は、全く違う質問で申し訳ないのですけれども、省かれたところで、少し気が付いた

のは、GPU タイプも導入されていますよね。機械学習などそのようなグループがよく使っ

ているのは、どちらかというと、CPU タイプよりも GPU タイプのコンピュータのほうを

使っています。ソフトウエアを使ったりはしているのですけれども、そのような時の CPU
から GPU への全く全部書き換えるというのは、とても大変な作業で、予算も人も要るだろ

うと思います。何か GPU タイプを使用する時の機械学習グループが使用するような時に、

何かサポートなど、そのようなものは、スパコンのセンターというか、そのような関係者と

してはされているのでしょうか。 
【【上上野野教教授授】】実は GPU は、そこまで積極的に入れていません。 
【【蒲蒲地地顧顧問問】】そうですか。 
【【上上野野教教授授】】はい。統計科学スーパーコンピュータには、GPU ノードが少数あるのですが。 
【【蒲蒲地地顧顧問問】】ありましたね。 
【【上上野野教教授授】】以降の共有クラウドや、データ同化スパコンでは GPU は入れていません。 
【【蒲蒲地地顧顧問問】】入れていないのですか。 
【【上上野野教教授授】】はい。これをユーザーとして従来のデータ同化は、元の力学モデルを基準とす

るというところがあるので、まずフォートランが動かないと、ということがあるので。 
【【蒲蒲地地顧顧問問】】フォートランですね。 
【【上上野野教教授授】】そこの現在のユーザーからすると、スパコンで GPU を使う人は、あまりいな

いという状況があります。ですから GPU は、これまでも発表があったセンターのほうで特

別な何か使用というか、使い方で準備して、グループで使っているという現状になっていま
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別な何か使用というか、使い方で準備して、グループで使っているという現状になっていま

す。 
【【蒲蒲地地顧顧問問】】そうですか。分かりました。ありがとうございます。 
【【司司会会】】ありがとうございました。他、いかがでしょうか。よろしいでしょうか。最後に、

またまとめて質問いただくつもりでいますので、次に進ませていただきます。 
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● 調調査査科科学学 NOE活活動動紹紹介介・・事事業業計計画画ににつついいてて 
【【司司会会】】続きまして、3 つ目の NOE ですが、調査科学 NOE の活動紹介・事業計画につい

て、これは所内にセンターがありませんので、所内の肩書では、データ科学研究系調査科学

グループの前田准教授より説明させていただきます。前田先生、お願いします。 
 
【【前前田田准准教教授授】】調査科学グループの前田と申します。今日は、よろしくお願いします。本日

の話題ですけれども、日本人の国民性調査という話題を中心に、調査科学 NOE のこれまで

の活動と、今後の計画についてご紹介します。私どものグループでは、1953 年以来、5 年

ごとに日本人の国民性調査という社会調査を継続実施してきました。この伝統プロジェク

トも岐路を迎えていると考えています。具体的な調査結果や関連研究を少し紹介しながら、

伝統を守りながらも、新しい姿で社会調査の分野の NOE 形成に果たしていくべき役割につ

いて考えているところです。アドバイスを頂けますと幸いです。 
 4 年前の研究所のホームページには、トップに創立 75 周年を迎えましたというページが

ありました。さしずめ、日本人の国民性調査プロジェクトに関して言いますと、1953 年に

始まりましたので、開始 70 周年を迎えました。古希ということになります。少しプロジェ

クトもくたびれているかもしれません。 
 こちらのスライドで初期の調査委員会は、かなり大がかりなものであったことが分かり

ます。所長が委員長となっていまして、大がかりな人数でプロジェクトを進めて、全所的な

プロジェクトにあったという感じがあります。今、少しそこを拡大してみますと、初期の調

査委員会には、今から思えば、少し意外な名前も含まれています。赤線を引きましたお名前、

林知己夫、西平重喜、鈴木達三あたりは調査科学の分野では、ビッグネーム、特に林知己夫

が統数研の所長もされましたし、林の数量化理論で有名な名前で、顧問の先生方にもお名前

をご存じの方が多いのではないかと思います。緑の線を引いた赤池弘次先生、それから清水

良一先生は、共に統数研の所長をなさった方ですが、調査の分野と少し離れている先生にも

かかわらず、当初の委員会には、名前を連ねていたということがあります。また、青線で下

線を引きました野元菊雄先生、これは国語学の分野では本当にビッグネームで、国立国語研

究所の所長もなされた方です。国語研究所の共同研究の跡も見えるということがありまし

て、1948 年には、統計数理研究所のメンバーが参加して、日本人の読み書き能力調査とい

うとても大規模な調査もありました。言葉に関する調査としては、1950 年、鶴岡市におけ

る言語調査なども有名なプロジェクトです。 
 さて、現在につながる調査科学関係の NOE 活動としては、統数研が NOE 活動を始めた

比較的早期に、調査科学 NOE が設置されました。70 年以上にわたる社会調査研究の成果

を基盤として、その発展や、社会的貢献促進のために活動をしています。本 NOE は幾つか

のプロジェクトを展開しています。そのプロジェクトを今日全て紹介することはできませ

んが、日本人の国民性調査を中心に紹介させていただきます。 
 今となっては、なぜ統計学の研究所で社会調査の研究なのかという、若い人などはそのよ
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うに思ってしまうかもしれませんけれども、ご承知のとおり、社会調査は、統計学に支えら

れた重要な応用分野の 1 つであり、標本調査理論だけにとどまらず、調査方法論、survey 
methodologyと呼ばれる分野も統計学が支えているといって過言ではありません。 
 私ども、調査科学 NOEは、統数研の中には、センターを持っていません。調査科学グル
ープというのが担当しています。この 3月で、人数が少し減ってしまいまして、所内では、
いわゆる承継教員は、私、グループリーダーを務めている前田と、それから朴准教授がいま

して、特任助教、特任研究員が 1人おり、9人ほどの客員の先生にご協力をいただいている
という状態になっています。図の右側に主要なプロジェクトが紹介してあります。赤字で今

年度やろうとしているということが書き込まれているという状態ですけれども、ご興味が

あれば、内容を少しお読みになっていただければと思います。後ほど部分的に説明します。

客員の先生は、こちらにもお名前がありますけれども、佐藤嘉倫先生にも来ていただいてい

るということです。幾つかの目標を掲げて、今年度の活動を予定しているところです。 
 さて、今日の話題の中心である日本人の国民性調査ですけれども、1953 年以来、5 年に
一度実施している継続社会調査でして、研究所のホームページにも、入り口ページから中身

をご覧いただけるようなページを用意しています。興味があれば、ぜひご覧いただければと

思います。 
 直近の調査は、2018 年に行われました第 14 次全国調査ということになりなります。そ
ちらに紹介したページに 7 つのポイントで主な結果を紹介しています。タイトルだけ読み
上げますと、伝統的意見の退潮、緩やかに進むドライ志向、持ち直し安定する経済面の評価、

伸び悩む環境保護に対する意識、安定した日本人の性格に関する自己評価、社会生活上の不

安や原子力施設の事故に対する不安の変化等々でした。 
 さて、なぜ統計数理研究所が、かくも長きにわたってこの研究を続けてきたかという点に

ついては、いつもこの 3つの目的を説明させていただいています。1つ目は、もちろん、こ
れは、社会調査を実施するモチベーションそのものですが、日本人の国民性を解明するとい

うことです。調査結果を通して日本人のものの見方や考え方と、その変化を明らかにするこ

とが 1つの目的です。2つ目の目的は、調査手法の研究開発です。実際の調査を行いながら、
これからの社会変化にも対応できる新たな統計調査手法を研究していくことが必要です。3
つ目は、統計手法の研究開発で、調査のデータを素材として、より優れた統計的な方法を研

究していくこと、これがモチベーションになっています。 
 継続社会調査で何が分かるかということですけれども、先ほどの目的 1 に関連したこと
を知るというのが大きな目的になっていまして、5年に一度繰り返してきていますけれども、
基本的には、同じ調査方法、同じ調査項目で継続してきたということがあります。同じ調査

項目とはいうものの、実は項目の入れ替わりは非常に激しくて、完全に続けて調査できてい

る項目というのは、それほど多くありません。しかし、同じような方法で、同じ調査項目で

継続することによって、日本人の意見の変化を知ることができるということです。逆に、同

じ調査方法ということを守ってきた理由は、調査の結果が、調査方法によって非常に異なっ
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てしまうということがあるからです。同じ方法、項目で継続しないと、変化が分からないと

いうことがあります。1953 年に開始し、5 年に一度のプロジェクトですので、2023 年は、

ちょうど古希の実施年でして、第 15 次全国調査を予定しています。 
 今、申し上げました調査方法によって結果が変わってしまう劇的な例を、2012 年の私ど

もの研究から紹介します。衆議院議員の総選挙がある時、普通はどうしますかという質問に、

何をおいても、いつでも投票しますという回答は、面接法と呼ばれる方法で調査をすると、

45％弱の回答なのですが、留置法と呼ばれて、自分で記入する方法で回答していただくと、

32％ということで、調査の結果が 13 ポイントも違ってしまいます。そのような違いが生じ

てしまいまして、調査手法を変えるだけで、調査の結果というのは非常に大きく変わってし

まうことを示す劇的な例です。そうすると、逆に言うと、調査手法を変えてしまうと、調査

の継続性が失われるということですから、私どもは、面接調査という方法で調査をずっと続

けてきています。 
 長期にわたる日本人の意見の変化の例を少しだけご紹介します。ここの調査結果のご紹

介は、時間調整用のバッファとして用意しているところです。全てはご紹介せず、ほんの一

部だけご紹介して時間を節約したいと思います。 
典型的な例は、項目整理番号 4-10 で、他人の子どもを養子にするかという質問項目です。

「子どもがない時は、たとえ血のつながりがない他人の子どもでも、養子にもらって、家を

継がせたほうがよいと思いますか、それとも、継がせる必要はないと思いますか？」という

意見について、継がせたほうがいい、継がせなくてもいい、意味がない、場合によるという

意見がどのように変化してきたかというのを示したのがこちらのグラフです。 
 1953 年の開始当初は、継がせるという意見が 70％超で、大多数だったのですが、急激に

減りまして、1968 年には、継がせないというほうの意見が多数派と、意見が逆転するよう

な形になりました。その後も、ずっと意見は減ってきています。最近は動きが少なくなって

しまっていますけれども、ともかくこれは日本の社会において家制度というものの重要性

が薄れてきた証しということで、このことによって、過去 65 年にわたる日本人の価値観の

変化というのを知ることができる例です。 
 他に、これは、林知己夫先生が書かれた本には、よく紹介されている人情課長という例な

のですが、あまり意見の変化がない項目の例のような形で紹介されることが多いです。実は、

これも少し最近は揺らいできているというのが、私の見立てです。 
 日本人の宗教心というのは、実は、国際的にもしばしば研究対象、興味の対象になる話題

なのですが、これまでの調査回ではおおよそ、3 割くらいの人が信じていて、7 割ぐらいの

人が信じていないという傾向が続いています。それでも日本人の宗教的な心は、少し最近や

はり弱まってきているのかもしれないということを示唆する結果があるといったことがあ

ります。 
次に、自然と人間を巡る意識も少し変化が見られるかもしれません。これは少しゆゆしき

話題ですけれども、環境の保護は重要かという質問に関して、非常に重要であるという回答
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が、どうも最近少し減ってきているようで、環境の保護に関する日本人の意識はどうなって

いくのかということが少し懸念されます。 
 政治に関する意識として、選挙への関心を問うた先ほどの質問なのですが、これは、実は、

何をおいても投票するというのは、長期低落傾向です。このような変化がなぜ起きているの

かということについての分析を、統計的な立場から行うことができます。これは、先ほど目

的 3 で申し上げました、統計的な手法の研究の一番典型的な例だと私自身は考えておりま
すが、コウホート分析というのが可能です。意見の変化がなぜ起こるのかということについ

て、時勢の効果、世代の効果、出生コウホートの効果、そして、人が加齢することによる加

齢の効果という 3 つの成分に分解することができます。このモデル化部分に赤池先生流の
ベイズ型のアプローチを導入するという手法開発を、OBの中村隆が行いまして、様々な項
目に応用しております。この質問で「何をおいても投票する」という回答が減ってきたのは、

主にコウホート効果が優勢であるということが分かっております。コウホートが入れ替わ

って、新しい世代が、別に投票しないという、何をおいても投票する、を選ばない傾向があ

ることによって、意見が変化していったということが分かっています。 
 このように、統計的な立場の研究も、この調査データを用いて常に行われているというこ

とですが、このプロジェクトは、近年は、どのような形で大型の研究費を取得してきている

かということを、少し NOEの活動としてスライドに紹介させていただきました。他のNOE
に比べると、随分古いものから引用させていただいていますが、2010から 14年、これは国
際比較の研究を行うための基盤 Sというのを OBの吉野諒三が取得しています。12年から
15年には、中村隆代表で基盤 A、それから、18年から 21年度の計量的日本人研究の新展
開というのを私が代表で取得していまして、これが、前回の第 14次全国調査の基盤となる
研究費となりました。そして今年度から 4年度の、国民性調査の継承と発展という課題で、
私が代表の基盤 Aを取得していまして、これで 15次調査、この科研費だけでまかなえる研
究の規模ではないのですが、これを基盤に、今年度の秋の調査を予定しているということで

す。 
 国民性調査は、長く続いている調査で、非常に大きな課題を抱えています。手法面では、

回収率が長期的に非常に低下していまして、それに対する対応としては、調査のバイアスを

研究するといった統計学的な研究も必要になっています。もちろん回収率を維持すること

そのものが、とても重要になっています。それよりも今とても大きな問題は、面接調査法の

危機を迎えているということです。長期的にも面接調査法は、なかなか難しくなっています

が、コロナ禍直後ということもあり、今年度の調査から、少しこの部分では、心配になって

いまして、対応としては、他の調査モードによる実験を含ませて行うということを考えてい

ます。 
 内容面の課題は、他の標準的社会調査と比べた時に、項目がやや異なっています。統計学

者が考えてきた社会調査ですので、いわゆる社会学者や政治学者などが考えてきた標準的

な社会調査の内容と比べると、少し項目が個性的かなというところがあります。しかし、少
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なくとも、ここに関してしては、属性変数について充実を図ることによって、他の分野の研

究者にも、いろいろと使っていただける調査データセットにしていこうということを考え

ています。また、日本人の研究だけで日本人の国民性が分かるのかという問題に関しては、

近隣の、ある程度文化を共有する国との協力による国際比較を導入することを考えます。今、

手始めに、韓国の一般社会調査（KGSS）との項目共有を予定しています。 
最後の点は、とても大きいことなのですが、調査項目が、内容面で疲弊しているというこ

とがあります。先ほど動きが鈍くなったという項目の例を少し紹介しましたが、動きが少な

い、最近では意見の変化が少ない項目も増えてきていまして、従来項目の継続とともに新し

い項目の導入による発展が必要となっています。 
 国民性調査プロジェクトを離れますと、調査科学 NOE では、いろいろな研究テーマに参

画させていただいていて、例えば、科研費ですと、科研基盤 A、大阪大学の吉川徹代表や、

金沢大学の小林大祐代表などといった課題に参加させていただいています。上の 2 つのプ

ロジェクトネットワーク型と、一応、名前を仮に付けさせていただいています。他方例えば、

下の 2 つは基盤研究型と仮称しています。これは先ほど少し紹介した朴准教授の研究です

けれども、郵送調査法の回収率向上方策などについての発表や、あるいは朴さん自身が代表

になっている基盤研究で、新しい調査方法に関する研究を行っているといったことがあり

ます。 
 あるいは、次のスライドではその他の調査プロジェクトに、いろいろと社会調査のプロジ

ェクトにお声掛けいただいていまして、私の参加している幾つかの科研費のプロジェクト

をリストにさせていただきました。最後のものは、朴さんが参加していることなのですが、

筑波大学の先生との共同研究も行われています。自己評価として、いろいろな課題に協力し

ていますけれども、NOE という意味で、Network Of Excellence の意味で、個別の共同研

究を超えたネットワークハブ的な役割を果たしているかというと、少しそこの部分は、十分

ではないのかなと考えているところです。 
 私自身が調査科学 NOE の長期的課題の対応策ということを考えているところは、1つは、

人員が減少しているということでして、2012 年、約 10 年前に承継職員が 6 人の体制でい

ました。特任についても、多少いたものが、現在では、承継職員 2 人で支えているという状

態でして、若手人材のリクルートが急務です。また、先ほど少し足りないと申し上げたネッ

トワーク形成型の活動を強化する必要がありまして、大学共同利用機関法人の他機構間と

の協働や、さまざまな大学の先生の共同研究を戦略的に活用していくことが必要であろう

と考えます。また、新しいデータサイエンスの潮流の中、それこそビッグデータの時代です。

社会調査は、50 年前では、ビッグデータのほうだったと思うのですけれども、今ではスモ

ールデータになっているかと思います。伝統を継承しながら、発想の転換というものが必要

になってくるかなと思いますが、私自身のスタンスは、まだ、なお少量データを質高く取得

するための技法の鍛錬が必要と考えています。 
 また、国際性担保も重要な課題です。実は、所内の研究者を含めてやや内弁慶になってい
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たところがあり、日本の調査科学全般にガラパゴス化が進んでいるかなと考えています。こ

れは、戦略的国際連携を通じて、構成メンバーが努力して、国際性を担保していく必要があ

るかなと思います。最後に、少し発信が最近不足していますが、人的リソースが足りないこ

ともありまして、なかなか強く成果発信ができていない点について、特に書籍化などを通じ

て、少しこの研究をさらに広く知っていただく活動を強化したいと考えています。私からの

説明は以上です。ご清聴ありがとうございました。 
  
【【司司会会】】前田先生、ありがとうございました。ただ今の調査科学 NOE のご発表に対して、
コメント、ご質問いただければ、幸いです。いかがでしょうか。伊藤先生、お願いします。 
【【伊伊藤藤顧顧問問】】NISTEP（科学技術・学術政策研究所）がありますよね。NISTEPも同じよう
な調査をやっていて、以前、私、そこの外部評価をやった時に、NISTEPでは、人社と、そ
れから、自然科学を融合して、全体を考えますという話がありました。NISTEPでの技術予
測動向調査、これは 5年置きなのですけれども、かなり科学技術的なものばかりで、人社に
関してどのように考えるかということに関しては、これからの課題だという議論もありま

した。このように NISTEP も社会活動の調査を進めようとしているのですが、何か連携す
るようなこととは、お考えになっているでしょうか。 
【【前前田田准准教教授授】】個人的に研究のプロジェクトに参加した経験があるようなメンバーは、過去

にもいると思うのですが、現在は特別の協力関係というのはまだ構想できていません。でも、

この課題に書きましたように、他の機構等との連携で伝統的な調査法の彫琢というか、技術

を磨くということも必要になりますし、あるいは共創の中での新しいテーマの発掘といっ

た活動も、当然重要になってくるかなと考えていまして、参考にさせていただきたいと思い

ます。 
【【伊伊藤藤顧顧問問】】よろしくお願いします。 
【【司司会会】】ありがとうございます。では、佐藤先生、お願いできますでしょうか。 
【【佐佐藤藤顧顧問問】】佐藤です。よろしくお願いします。まずは、70 年にわたって継続されている
ということには、本当に頭が下がる思いで、大変な努力をされたことだなと思って、敬意を

表します。ちょうど出ている最後のスライドで、やはり国民性調査も、いろいろ曲がり角に

来ている、それをどのように乗り越えていくかということがまとまっていると思います。特

にビッグデータとの兼ね合いをどうするかなのですが、私は、今、日本学術会議の分科会で

ビッグデータの活用に関する報告を書いて、提出したところです。けれども、社会調査デー

タとビッグデータは、必ずしも対立するものではなくて、どれほどビッグデータが使われる

ようになっても、やはり社会調査データというものは必要です。 
 特に意識を問う質問というのは、ビッグデータでは、まずは取れません。ビッグデータと

いうのは基本的に、やはり行動レベルのデータなので、Twitterでも、本当の意見を表明し
ているかどうかは分かりません。意見を表明するという行動は分かりますけれども、先ほど

前田先生が出されたように、少し聞き方が変わっただけで、もう分布が変わるようなセンシ
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ティブな問題というのは、やはり社会調査データで、質の高い少量データをきちんと取って

おくというのは、重要なことなので、今後も継続していただきたいと思います。 
 もう一つは、ビッグデータと社会調査データをリンクさせるという試みが、今、行われつ

つあります。要するに、社会調査データを取った時に、その対象者に、「Twitterのアカウン
トを教えてください。それで、いろいろトレースするけれども、いいですか」といって、同

意を取った人にだけ、そのような Twitterデータや、またモバイルデータなどを集めます。
そうすると、国民性調査で回答をした人が、どのような行動をしているのか、どのようなツ

イートをしているのかというところで、また、多元的な分析ができるのではないかなと思っ

ています。 
 最後、国際性の担保で、これは、これで非常に重要なことなのですが、少し気になるのは、

成均館大学の調査研究センターと連携しながら、KGSS の項目の共有化という話がありま
したが、一方で、大阪商業大学の KGSSの研究拠点のほうでも、EASS（East Asian Social 
Survey）をやっていて、そこでも KGSSと連携しているわけです。すると、大阪商大の EASS
とのうまい連携というか、一歩間違うと、対立構造が起きそうな気がするので、そこら辺を

どのようにお考えなのか、教えていただければと思います。以上です。 
【【前前田田准准教教授授】】最初の 2点のコメントは、大変ありがとうございます。私も、ほとんど同じ
意見を持っていまして、ここの赤字で書いたようなことについて開拓の余地があると考え

て、書かせていただきました。3番目の点ですが、大商大と何か特別にコンフリクトの関係
があるとは、必ずしも考えていません。うまく国民性調査の中で生かしてきたものを、成均

館大学のプロジェクトのほうで採用していただいて、という方向を考えています。また、調

査テーマのモジュール化とローテーションといった EASS の動向についても、私は、この
2月に合同カンファレンスという催しに参加させていただいて、動向としては承知していま
して、うまくすみ分けができるかなと考えているところです。 
【【佐佐藤藤顧顧問問】】分かりました。どうもありがとうございます。 
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● 総総合合討討論論おおよよびび顧顧問問おお一一人人ずずつつかかららのの総総括括ココメメンントト 
【【司司会会】】他、いかがでしょうか。スケジュールによりますと、ここで休憩を入れた後、総合

討論ということになっていますが、時間も押し迫っていますし、このまま総合討論に移らせ

ていただきたいと思います。ご了解いただければ、幸いです。 
総合討論の仕方なのですが、ここまで統数研の NOE 形成事業と、それからスパコンと統

計エキスパート人材育成プロジェクトの説明をさせていただきました。それで、ここからは

各 NOE、もしくは事業の活動評価に関すること、また、全体の印象を含め、今回の発表に

なかったことまで含めて、統数研の印象等、そのようなものについて顧問の先生方から順番

にご発言いただくということでお願いしたいと思っています。先生によっては、もうかなり

ご指摘を既に頂いたので、さらにというのは、何か心苦しい点がありますので、そこら辺は、

無理のない範囲で、何かコメントいただければという程度で考えていただければ、幸いです。

また、これは、ぜひ言いたいという点がありましたら、そのようなところについては、ディ

ープに語っていただければ、われわれにとっては、力になりますので、よろしくお願いしま

す。 
伊藤先生には、もう既にいろいろとご意見を頂いているのですけれども、さらに総合的な

ご意見がありましたら、よろしくお願いします。 
【【伊伊藤藤顧顧問問】】伊藤です。今日は、いろいろ興味深いお話をお聞かせいただき、誠にありがと

うございました。1 点だけ、少し屋上屋的な意見になってしまうかもしれません。最初の所

長のお話にもありましたけれども、これから URA や、あるいは支援員など、いわゆる研究

者でない方々も増やしていきたい、それによって研究力を高めるという話がありました。吉

田先生のものづくりセンターでも、そうなのですが、例えば、NIMS の場合は、研究者と同

じぐらいの人数のエンジニアがいます。もちろん統数研は、実際に材料を扱っているわけで

はないので、それほどの人数は要らないと思います。しかし、例えば、データベースを維持

するなど、そのようなことに関しても、技術者、エンジニアという方々も、どうしても必要

になってきますので、ぜひご検討されて、今後の計画に反映していただければと思っていま

す。私から以上です。 
【【司司会会】】ありがとうございます。山形先生、まだ大丈夫ですか。 
【【山山形形顧顧問問】】順番を変えてしまって、どうもすみません。私のほうから少し、中間のところ

が、少しだけ抜けてしまったのですが、いろいろとお話を聞かせていただいて、普段知らな

かった素晴らしい業績についても知ることができて、本当にありがとうございました。私は、

元々、国の研究機関にいまして、今、このようなアカデミックな統計数理研究所の研究業績

が長い統計数理研究所の研究蓄積に基づいて、世界の最先端を切り開いているというのは、

大変心強く思いました。これは、このままアカデミックな研究というのは、ぜひ進めていた

だきたいと思います。しかし、先ほど申しましたように、世の中の動きは、かなり速くて、

今、社会人、大学院生のいる大学にいるのですが、やはりスマホの時代がさらに超えて、

ChatGPT になってきて、世の中の動きが非常に速いものですから、このアカデミックの世
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界と、実際の社会の動きのずれというのが、やはり少し気になるかなということです。 
 それで、多分、データサイエンスというのも、もう古くて、もう少し先に行って、Evidence-
Based Decision Making というのですか、データを活用して、どのようにその科学的な知

見なり、エビデンスに基づいてよりよい意思決定をするかというのが、サービスとして確立

できるかというのが非常に求められているところです。 
 ですから、そのようなところを、データを集めるところから最後のアドバイスをするとこ

ろまで、一気通貫というとマージャンのようであまりよくないのですけれども、できるよう

になると、素晴らしいなというのは、勝手に私の思っていることです。先ほど ROIS と組み

合わせるという話もあったので、ROIS の話を聞いていると、データベースの技術ばかり研

究しているように聞こえてしまって、これも外部からの勝手な思いなのですけれども、その

すごいデータベースで一体何をするのかというのが、よく分からないなというのがありま

す。実際の現実を考えると、あまりにも寒いということがあるので、日本全体としてのパフ

ォーマンスを上げるために、せっかくの素晴らしい知識や技術が、どのようにしたら総合的

に活用できるのかなというのも考えていただけるとありがたいなというのが最後のコメン

トです。以上です。 
【【司司会会】】ありがとうございました。それでは、上田先生からコメントを頂ければありがたい

です。 
【【上上田田顧顧問問】】先ほどもコメントをさせていただきましたけれども、やはりバーチャルラボと

いうものに対する期待感は、個人的には、非常に大きいです。やはりご承知のように、日本

は、研究開発者人口というのが、欧米、あるいは中国などと比べて圧倒的にスケールダウン

しているので、やはり組織間で連携して、その知恵を融合していくということも大事です。

ですから、そのコアになる統数研のバーチャルラボというのは、非常に重要なポジションに

なると思いますので、そこを期待しています。ぜひよろしくお願いします。以上です。 
【【司司会会】】ありがとうございます。それでは、小宮山先生、よろしければお願いします。 
【【小小宮宮山山顧顧問問】】時間がないので、簡単に申し上げますけれども、まず 1 つは、統計エキスパ

ート人材育成の話です。これは、多分公表されているので、言っていいのだと思うのですけ

れども、文科省側の推進委員もさせていただいているので、大応援団の団員です。これから

もよろしくお願いします。 
 2 番目ですけれども、今までこのネットワークに製薬業界としてあまり関わりを持ってこ

られなかったなという、とても反省があって、先ほどのコンサルティング事業をきっかけに

して、ネットワークに関わりを持たなければならないなと今日は本当に強く思ったところ

で、関わりを持ち始めなければ、ネットワークも何もないと思いますので、頑張りたいと思

います。 
 あとは、この分野、医療の分野ですと、先ほど山形先生が Evidence-Based Decision 
Making という話もされましたけれども、医療や医薬の分野でも、このような話は出てきて

います。そのエビデンスを説明するために、丁寧なモデル化をしていき、それによって説明



153第４回 統計数理研究所 NOE形成事業 顧問会議 報告集

総合討論および顧問お一人ずつからの総括コメント／謝辞および閉会：議事録

第４回 統計数理研究所 NOE 形成事業顧問会議 議事録（案） 

 56 / 59 
 

に役立てるという流れが世界的な流れになってきていますので、これからもよろしくお願

いしますというか、ご協力を賜ることもあるかもしれません。以上です。 
【【司司会会】】どうもありがとうございます。こちらこそよろしくお願いします。 
続きまして、佐藤先生、コメントをお願いしたいですが、いかがですか。よろしくお願い

します。 
【【佐佐藤藤顧顧問問】】授業の関係で申し訳ないのですけれども、最後の 3 つしか拝聴することがで

きませんでした。私は、統数研というのは、日本における統計の研究教育を下支えする重要

な基盤になっていると思います。今日、3 つ伺ったのは、それぞれいろいろなところで、そ

れをなされているなと思って、非常にありがたいと思っています。特に、最後の前田先生の

は、私もよく知っているので、先ほどコメントをしましたが、統計エキスパート人材育成プ

ロジェクトの概要というご説明を伺って、非常に、これは統数研らしいなと思いました。こ

のようなことによって、日本の中で統計を教えられる教員をつくっていって、それを受けた

若い人たちが、いろいろな分野で活躍できるようになっていったら、うれしいなと思ってい

ます。 
 ただ少し懸念事項は、このようなものは、一般市民の人たちまでどのように広がっていく

か、また、今、私が非常に懸念しているのは、政治家です。例えば、コロナ対策というのは、

本当にエビデンスに基づいた政策立案しているのかどうか、統計的ないろいろな知見をど

のように取り込んでいるのかというものが、さっぱり分からないところがあります。私、今

の統数研のアウトリーチ活動も非常に評価していまして、私自身も、幾つかアウトリーチの

会合やシンポジウムにオンラインで参加していますけれども、そのように世間一般という

のは、少し変ですけれども、日本全体的に、やはり統計の重要性を認識して、統計に基づい

ていろいろな政策を立てていきます。それを市民がやはり評価していくという雰囲気とい

うか、環境が出来上がったらいいなと思っています。ですから、非常に私は統数研の研究教

育、そして、アウトリーチ活動に期待しています。前田先生がおっしゃるように、人材が少

なくなってくるという問題はあるとは思いますけれども、これからも大きな期待を持って

いますので、よろしくお願いします。 
【【司司会会】】ありがとうございます。副島先生、お願いできますか。 
【【副副島島顧顧問問】】今日、少しずついろいろなところで出てきたと思うのですけれども、私も研究

所の経営というものに当たっていて気を付けているのは、このマーケティングの視線とい

うのが、やはり大事だなと。研究の成果物を出していく時に、誰がその研究成果物のユーザ

ーになるのだろうか、カスタマーになるのだろうかということを、要は、それが実務で使わ

れる、ビジネスで使われるというところも意識して、研究内容を進めていく必要があります。

そして、論文を出して終わりではなくて、どのように売っていくか、どんな人に知ってもら

うかというところでマーケティングをもう少し頑張りましょうと声かけしています。 
 例えば、昔は、内部機関誌やジャーナルに投稿すれば、あとは学会報告ぐらいでした。情

報の総供給が少ないので、需要してもらえたわけです。しかし、社会が情報過多となるなか
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方法の変革が必要になりました。待っていては需要してもらえないのです。それで最近では

ウェブマーケティングの強化に乗り出しています。 
それから、誰がユーザーかを識別する課題です。3 つあると考えています。まず一つは、

プロであり、それから、その応用を考える企業の人もプロだとすると、その対極に、先ほど

も少し出てきた普通の人というのがあり、そして、その中間に中継者になってくれるメディ

アや、あるいは専門家ではないのだけれども、ユーザーという意味で、例えば、意思決定に

関わる企業幹部や政治家などが想定されます。そのような 3 つぐらいのレイヤーの人が大

きく分けているのだろうなと。そのレイヤーごとに多分マーケティングは、恐らく変えてい

かなければならないということです。 
 論文を直接読めるのは、専門家だけです。なのでサマリーがあるわけですが、これも専門

家向けと中階層向けでは書き方が異なります。例えば、エグゼクティブサマリーとノンテク

ニカルサマリーは異なります。前者は企業の意思決定者のために存在しているので、応用の

ところに重きを置いたような研究のような紹介の仕方になります。一般読者は、言葉の使い

方から全く変えていく必要があります。分量という次元も大事です。複数のバリュエーショ

ンがあるはずです。要は、カスタマー向けの次元が 3 つあって、これに加えて、どのような

媒体でどういう言葉で何に焦点をおいて伝えていくのかというところにもレイヤーがあり

ます。もちろん、マトリックス全部やらなければならない必要性は、全然ありません。一般

向けのところに論文などを展開する必要はないわけなので、分かりやすく語って、関心を持

ってもらえればいいわけなので、そのような使い分けというのが一つあるのだろうなと思

います。 
 もうひとつ別のお話をさせてください。結果の広報として研究をいかにオープンにして

いくのかという話とは別に、データや手法のオープン化も重要です。先ほどもアンケートの

お話がありましたけれども、あのようなアンケートをオープン化して、使えるようにしてく

る、あるいは統計の大学の教員を育てるための研修プログラムというのがあります。これら

がウェブ上に置かれていて、動画も含めてフリーに使えるようになっているところが大事

なのだろうなと思います。私も会社の内部研修プログラムに携わっているのですけれども、

一部の大学などは、学びのマテリアルのオープン化が進んでいて、自分で一から全然作らな

くていいというところで、大変重宝させてもらっています。 
 最近は、ネット上にいろいろな大学のプログラムのようなものがあります。例えば、有名

なものですと、Udemy です。Academy ではなくて Udemy、あるいは Coursera（コーセ

ラ）などです。Coursera には、アメリカの大学の優れた授業が、そのまま大量に掲載提供

されていて、非常に安く、場合によっては無料で使うことができます。ですから、その辺も

研究成果のオープン化というところが、このアウトリーチにつながっていくのだろうなと

考えています。以上です。 
【【司司会会】】ありがとうございます。副島先生がせっかく顔を出されているので、少し私のほう

から宣伝させていただきます。今月 26 日、統計数理研究所公開講演会というものがありま
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す。その中で、副島先生から金融の現状およびその DX 絡み、フィンテック絡みのような講

演をしていただくことになっています。ご興味のある方は、ぜひご参加していただくように

お願いします。副島先生、よろしくお願いします。 
【【副副島島顧顧問問】】ありがとうございます。すみません。では、宣伝絡みということで、私も 1 つ、

少しだけ。金融研究所は昨年度に設立 40 周年を迎えました。日本銀行設立 100 周年を記念

して 1982 年に設立され 40 年が経過したわけです。周年行事として Web コンテンツを作成

しました。金融研究所のサイトの左上のトップのところに 40 周年記念というタグがありま

す。そこをクリックしていただくと、これまでの研究の振り返りや、それから、主要な研究

者の方へのインタビューや対談などが載っています。最近デジタルマネーがとてもたくさ

ん出てきているのですけれども、そもそもお金とは何か、現代のマネーシステムはどう構築

されてきたのか、そのようなところからお話を始めた対談などもありますので、ご関心があ

る方は、どうぞということで、すみません。宣伝させていただきました。 
【【司司会会】】順番が前後してしまいまして、すみません。蒲地先生に最後にスピーチいただきた

いですけれども、いかがでしょうか。 
【【蒲蒲地地顧顧問問】】すみません。時間もないので、全体の印象として、前回の顧問会議から 3 年半

ぐらいたって、非常に進展が見られているというのがよく分かりました。機械学習による異

文化融合、それをネットワークとしてのハブとして進んでいるし、また、人材育成というこ

とを生んでいるというのは、非常に大事だと思いました。日々、AI 関連の技術革新は進ん

でいるし、われわれの会社なり、研究機関なりでも、人材が足らないということを非常に感

じていたので、特に専門的な分野を大事にしながら、AI もやっていくという、そのような

ダブルメジャーでやっていくという例を非常によく示していただいて、ありがとうござい

ました。単に統計解析だけではなくて、社会の問題に対応すべく、戦略的に取り組んでいら

っしゃるというのが、よく分かりました。今日は、どうもありがとうございました。以上で

す。 
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● 謝謝辞辞おおよよびび閉閉会会 
【【司司会会】】ありがとうございます。いろいろなご意見、顧問の先生方、ありがとうございまし

た。それでは、最後に椿所長から一言お願いしたいと思います。 
 
【【椿椿所所長長】】本日は、長時間にわたりまして、私どもの NOE 活動のみならず、統数研の第 4
期中期計画といいますか、これから進めなければならないということに関して、さまざまな

ご助言を頂いたことに大変心から感謝申し上げます。 
われわれの研究所は、基本的に国立といいますか、そのような大学共同利用機関として、

ずっと続けてきたわけですけれども、時代が非常に速く動いていきます。研究テーマ、研究

活動も、大変速く動いていく中で、どのような新たな視点といいますか、考え方を投入して

いなければならないかということに関して、顧問の先生方から、大所高所によった大変貴重

なアドバイスを頂けたと考えます。 
 今後、われわれとしては、私どもの活動の中で、先生方から頂いたコメントなどをどのよ

うに反映していくかということを、今日の議事録を作ると同時に、どのようにわれわれの活

動に取り入れるか、あるいは、そのような視点を入れるかについて、執行部としても、ある

いは、NOE 形成事業の幹部も考えていかなければならないと承知しています。今回、NOE
の顧問の先生方については、任期の最終年度を迎えているということではありますけれど

も、今後、ますますいろいろな意味で、所の活動に対して助言を頂く、忌憚（きたん）なく

批判を頂くと共に、ある意味で甘えかもしれませんけれども、応援団としてわれわれの所の

活動を支えていただくことを心から希望する次第です。 
 本日は本当に長時間にわたり、大変な活発な議論を頂いたことを、改めて感謝申し上げま

す。どうもありがとうございました。 
  
【【司司会会】】本日、会議の冒頭で話しましたとおり、会議の内容については後日、報告集を作成

し、発行させていただきます。顧問の先生方には、議事録に掲載する発言内容などのご確認

のお願いを事務局からしますので、ご対応いただければ幸いです。本日は、私の司会が不手

際で、大幅に時間を超過させてしまいまして、大変申し訳ありませんでした。先生方の意見、

きちんと経営に反映できるように心掛けていきたいと思います。 
 以上をもちまして、第 4 回統計数理研究所 NOE 形成事業顧問会議を終了させていただき

ます。本日は、長時間、誠にありがとうございました。失礼します。 
【【一一同同】】ありがとうございました。失礼します。 
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